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国公立大学におげる入試教科・科目の変化とその特徴
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は　じ　め　に

　本稿は，昭和53年度の入試教科・科目（以

下，入試教科目と略す）と，共通第1次学力

試験（以下，共通1次と略す）が開始された

昭和54年度において国公立の各大学が第2

次試験において採用した入試教科目とを，比

較し分析するものである．

　わが国の大学入試では，学力検査の結果に

よって入学者を選抜するという方法が最も支

配的であるため，入試教科目の設定を大学教

育の内容に照らして適切に行うことが重要な

問題の一つであり，とくに共通1次以降，そ

れは各大学の共通課題となっている．

　しかし，現実には，入試教科目の設定は，そ

うした適切性の観点からのみ行われるほど単

純なものではない，．したがって，入試教科目

の分析においては，その設定を規定する諸要

因とそれらを取り巻く諸条件を丹念に調べる

必要があると考える、本研究は，そうした課

題に進むために試みるもので，まずは新しい

入試制度への移行段階に着目して，入試教科

潔大学入試センター研究部　試験制度研究部門

　大学入試センター研究紀要　No．9，1984（昭和58年12月28日受付）
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目の分析を行うものである、

分析の対象と内容

対象大学は，昭和53年度及び昭和54年度

の入学者について昼間課程の学生募集を行っ

た国立と公立の大学である、その大学数は両

年度ともに国立78校，公立3◎校の計108校

である．対象大学の中には芸術・体育の単科

大学は全く含まれない．これは，芸術・体育

関係の分野の教育組織（学部・学科・課程等）

を今回の研究対象から除いた結果であり，こ

れらの教育分野は入学試験において実技を重

視するものであるため，今回の分析では除外

するものとした．

分析の内容は，入試教科目の情報を分類し，

これに基づいて両年度間の変化を比較するも

のである．なお，入試教科目の分類結果は出

題型と称することにする．

入試教科目の出題は，国語（現代国語・古

典夏甲・古典1乙・古典H），数学（数学一般・

数学1・数学HA・数学HB・数学互H・応用

数学），外国語（初級英語・英語A・英語B・

英語会話・ドイッ語・フランス語など），社会

（倫理社会・政治経済・日本史・世界史・地理

A・地理B），理科（基礎理科・物理恥物理

互恥化学恥化学互恥生物恥生物豆恥地学恥

地学鋤，職業科目（簿記会計互・簿記会計II・

商業一般・家庭一般など）の範囲から行われ

る、今回の分析は，主として国語・数学・外

国語・社会・理科のいわゆる主要5教科の領

域に関する出題型を中心に行うものである．

以下では，国立の教員養成を主目的とする

教育組織（これを教員養成集団と略称）と．こ

れ以外の全ての教育組織（これを一般集団と

略称）に大別し，一般集団は文科系分野（文

科系集団）と理科系分野（理科系集団）の2つ

の集団に区別する、そして入試教科目の出題

型の比較は教員養成集団と一般集団に分けて
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分析の単位

　本論文においては個別大学レベルにおける

入試教科目の出題型に関する特徴をみるが，

その分析の単位としてはr募集単位」を採用

する．募集単位とは，慶設の教育組織（学部・

学科等）が入学者の選抜のために設定する単

位であり，入試教科目は基本的には当該募集

単位毎に定められるものである、’したがって，

既設の教育組織よりも募集単位の方を分析単

位とするのがより精確である．

　募集単位を設定する教育組織は一つの学

部，一つの学科又は一つの専攻である場合も

あり，あるいは複数の学部，複数の学科又は

複数の専攻であったりもする．このため募集

単位と教育組織との関係に言及する必要があ

るが，その詳細は次節に述べるものとする、

　募集単位の同定を行う際の基準は，（1）募

集人員の明示の有無，③入試教科目の違い

の有無，（3）志望の選択の有無，（4〉一括募集

の明示の有無の4点である．この4つの基準

の運用については下記の事例において示すも

のとするが，後の方の基準ほど優先度が高い

ということがでぎる．

　〔横浜市立大学文理学部の事例（54年度）〕

　当学部の教育組織は下表のとおり細分され

ている．

　募集人員は文科が約IOO人，理科が約60人

と明示され，入試教科目は，文科については

同一の出題型が示されているが，理科につい

ては各課程毎に異なる出題型が示されてい

る．また志望課程の選択制も，理科では採用

されている、この結果，文科については学科

組織の募集単位とし，理科については専攻別

の4つの募集単位として扱った．なお，後者

の場合の専攻別の募集人員は，理科の募集人

員数（約60人）を4募集単位で除した値（欝

人）とした．

　〔東京大学の事例（53，54年度）〕

　当大学は法学部・経済学部・文学部・教育

学部・教養学部・工学部・理学部・農学部・

薬学部・医学部の合計欝学部を擁している

が，入学時には学生は文科！～3類・理科1～3

類の各類に所属することになっている．

　類は主として特定の学部に志望する単位で

はあるが，そこから少数ではあるが他の学部

に志望することが認められている．このよう

に複数の学部に志望する可能性が認められる

場合は，複数学部を募集単位とした．

　〔宮城教育大学教育学部の事例（54年度）〕

　当学部では，小学校・盲学校・養護学校・

言語障害児教育・幼稚園の各教員養成課程の

5課程をA類として一括募集する方針が明示

されている．各課程への所属は入学後3年次

までに行われることになっている、このよう

に一括募集が採用されている場合は，他の全

ての基準に優先するものとした．したがって，

当ケースの場合は複数課程を募集単位とし

た．

学　　科 課　　　　　　　　　　程

文　　科 外国語課程・国際関係課程・人文課程・社会課程

理　　科 数学課程・物理学課程・化学課程・生物学課程

、
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豆　対象集國に関する募集単赦の特

　徴

　ここでは一般集団と教員養成集団の各々に

ついて，教育組織に基づく募集単位のタイプ

とその特徴を記しておくことにする．

　且．一般集団の募集単位のタイプと；その特徴

　表蝿に両年度の募集単位数と募集人員数

を募集単位のタイプ別に示した、募集単位数

の合計は53年度1，116，54年度1，128と微増

し，学生募集人員の合計も53年度67，818人，

54年度69，班7人と増加している．一募集単

位当りでみると，53年度60．8人，54年度

61．3人となる．

　募集単位のタイプ別にみると，最も多いの

が1学科タイプであり，53年度823（35，210

人），54年度829（35，660人）となり，募集単

位数も募集人員も少’しずつ増加している．つ

ぎに1学部タイプが多く53年度13⑪（18，034

人），54年度131（18，664人）で，このタイプ

も募集単位・募集人員ともにふえている．こ

の2つのタイプ以外は募集単位数及び募集人

員数ともに小さく，複数学科タイプ哩専攻タ

イプ・複数学部タイプ・複数専攻タイプの順

に募集単位数は少なくなっている．ただし募

集人員数からみると1専攻タイプと複数学部

の順位が入れ替わることになる、

　募集単位当りの募集人員の規模をタイプ別

にみると，最も大きいのが複数学部タイプで

53年度605．4人，54年度403．6人とかなりの

規模である．1学部タイプは53年度138．7

人，54年度142、5人で，複数学科タイプが53

年度103、3人，54年度1⑪3。4人である、1学

部タイプと複数学科タイプの平均規模にはそ

れ程の開ぎがない．1学科タイプの場合は53

年度42．8人，54年度43．O人となり，先の2

つのタイプに比較するとその規模はかなり小

さい．以下，複数専攻タイプ，1専攻タイプの

順に規模が小さくなるが，1専攻タイプの場

合は約17人となり，その規模はぎわめて小さ

い．

　以上のように，両年度ともに多くみられる

募集単位のタイプは1学部タイプと1学科タ

表1－！　一般集団の募集単位（タイプ別）　53，54年度

（1〉53年度

タ　イ　　プ 募集単位数（A） 学生募集人員数（B） B／A

1学部タイプ 130（11．6％） 18，034（26．6％） 138．7

複数学部タイプ 8（0．7％） 4，843（7、1％） 605．4

1学科タイプ 823（73、7％） 35，210（5L9％） 42．8
複数学科タイプ 80（7．2％） 8，263（12．2％） 103．3

1専攻タイプ 67（6．0％） 1，！62（L7％） 17．3
複数専攻タイプ 8（O、7％） 306（O、5％〉 38．3

計 1，！16（IOO、O％） 67，818（100．O％〉 60．8

（2〉54年度

タ　イ　　プ 募集単位数（A） 学生募集人員数（B） B／A

1学部タイプ 131（11。6％） 18，664（27。O％） 142．5

複数学部タイプ 12（L1％） 4，843（7，0％） 403．6

1学科タイプ 829（73．5％） 35，660（5L6％） 43．0
複数学科タイプ 81（7．2％） 8，372（12．1％） 103．4

1専攻タイプ 65（5．8％） 1，156（L7％） 17．8
複数専攻タイプ 10（O．9％） 422（○．6％） 42．2

計 ！，128（！00．0％） 69，117（100、O％〉 61．3
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イプである．また各々のタイプの規模（募集

単位当りの募集人員）は，やはり学部・学科・

専攻の順に小さくなっている．この特徴を踏

まえ，つぎに各教育分野が主としてどのよう

な募集単位のタイプを採用しているかを，採

用学部別の集計に基づいて概観するため，表

璽老～董略を作った．なお，同一学部が2種類

以上のタイプを採用している場合は，そのつ

ど表の採用数の中に算入されている．

　以下，総数のぎわめて少ない学部は除ぎ，主

として総数7以上の学部について述べること

にする．

　（1〉且学部タイプを採罵する教育分野

　表恥2は，1学部タイプの募集単位を採用

学部別に集計したものである．表をみると，両

年度とも採用数の大ぎさでは医学部・経済学

部・法学部・歯学部・文学部などが目立って

いる．しかし，当該採用学部総数に対する比

率をみると，上記の5分野の学部の中で，歯

学部の欝0％を始めとして医学部・法学部・

経済学部は両年度とも6割を超えているが，

文学部は両年度とも3割台である．したがっ

て，医学や歯学及び法学や経済学の教育分野

に，’このタイプの募集単位が多くみられると

いうことがでぎる．

　（2〉1学科タイプを採用する教育分野

　表監3をみると，採用数の多いのは両年度

とも工学部を始めとして農学部・理学部・薬

学部・文学部・経済学部・法文学部・人文学

部・家政学部などである、つぎに当該採用学

部総数に対する比率をみると，これら8分野

の学部のうち両年度とも法文学部・家政学部

の⑳⑪％を先頭にして，農学部・工学部・理

学部・人文学部が7割以上である、文学部や

経済学部の場合は両年度とも，それぞれ5割

台及び2割台である．したがって，家政学・

農学・工学・理学及び法文や人文の分野に，ご

のタイプの募集単位が多くみられるというこ

とがでぎる、

　（3〉その他のタイプを採屠する教育分野

　上述した2つのタイプ以外に複数学部タイ

プ，複数学科タイプ，複数専攻タイプ，1専攻

タイプの募集単位がある、これらのタイプは

その採用数においていずれも支配的とはいえ

ない．以下，これら少数のタイプについては，

その他のタイプとして一括し，各々のタイプ

をどのような教育分野が多く採用しているか

を述べてみることにする．

　A）　複数学部タイプ

　このタイプは複数の学部組織にわたること

を意味する．これを採用したのは両年度とも

東京大学と北海道大学だけである、両年度で

募集単位数が違う（53年度が8，54年度が12）

のは，北海道大学の募集単位が文類・理数か

ら文1系～互翌系・理豆系～麗系に変化した

ためである、

　このタイプの設定の仕方は独特なものであ

る．例えば，東京大学の文科1類は主として

法学部進学志望者の入学を許可する単位であ

るが，他の幾つかの学部にも進学を認められ

る余地を残している単位でもある．このよう

に入学時に，複数の学部に所属させる可能性

をもつのがこのタイプである．これは以前に

は，もっと多くみられたタイプであるが，現

在は上記の2大学だけが採用しているにすぎ

ない．

　B）複数学科タイプ

　表恥4の採用数から明らかなように，この

タイプは両年度とも工学部に多くみられる、

当該学部総数に対する比率をみても，53年度

が63。⑪％，54年度が6L7％で，いずれの年度

も半数を超えている．

　このタイプは，例えば，電気工学科・電子

工学科・情報工学科からなる電気系学科に一

括して学生の入学を許可し，入学後に各学科

への所属を決定する単位である．工学部の分
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表1噸　1学部タイプと採用学部　　53，54年度

　　　　　　　　　　　　　（2）騒年度1〉53年度

採　用　学　部
A
総
　
数

B
採用数

B／A
×玉00

教　養　学　部 亙 1 100．o

総合科学部 2 『 一
人間科学部 1 玉 玉oo．o

文　　学　　部 玉9 7 36．8
人文社会科学部 夏 1 亙oo。o

人　文　学　部 玉o 3 30．0

文教育学部 玉
一 ｝

文　理　学　部 1 一 ｝
法　文　学　部 7 一 ｝
教　育　学　部 5 4 80．0
学　芸　学　部 i 一 ｛
外国語学部 5 『 『
社　会　学　部 玉 玉 亙OO．0

法　　学　　部 12 玉1 91．7
経　済　学　部 27 18 66．7
経　営　学　部 2 玉 50．o
商　　学　　部 5 4 80．o
商　経　学　部 i 一 一
理　　学　　部 30 3 玉o．o

理　工　学　部 1 一 『
医　　学　　部 44 42 95．5
歯　　学　　部 10 10 100．o

薬　　学　　部 玉4 4 28．6
保　健　学　部 ！ 玉 1GO．G

看　護　学　部 玉 ！ 玉〔）O．0

家　政　学　部 7 一 『
文家政学部 1 一 ｝
生活科学部 2 『 『
工　　学　　部 47 1 2．玉

基礎工学部 1 『 一
工　芸　学　部 1 『 一
芸術工学部 玉

一 一
電気通信学部 1 一 ｝
農　　学　　部 29 2 6．9

繊　維　学　部 2 一 一
園　芸　学　部 玉

一 一
畜　産　学　部 玉

一 一
鉱　山　学　部 1 一 一
水　産　学　部 5 3 60．o
商　船　学　部 2 一 一
第　玉　学　群 3 3 100．G

第　2　学　群 4 4 玉oo．o

第　3　学　群 3 3 100．O

医学専門学群 丑 1 玉oo．o

文　科　　亙　類 1 ｝ 一
文　科　　2　類 1 ｝ ｝
文　科　3　類 i 『 『
理　科　　1　類 1 『 『
理　科　2　類 1 『 ｛
理　科　3　類 1 一 ｝
生物生産学部 1 i 玉00．O

文　　　夏　　系 1 一 『
文　　麗　　系 1 一 一
文　　臆　　系 1 一 一
理　　　亙　　系 玉

一 一
理　　狂　　系 ！

一 一
理　　襲　　系 玉

『 『

計 329 131 39．8

採　用　学　部
A
総
　
数

B
採
用
数

B／A
×100

教　養　学　部 1 1 玉oo。o

総合科学部 2 玉 5G．o

入間科学部 丑 1 10◎．o

文　　学　　部 玉8 7 38．9
人文社会科学部 1 玉 玉OO．0

人　文　学　部 10 3 3（）．0

文教育学部 1 一 ｝
文　理　学　部 玉

一 一
法　文　学　部 8 一 ｝4

教
　
育
　 学　部 5 4 80．0
学　芸　学　部 丑

一 一
外国語学部 5 一 ｝
社　会　学　部 玉 1 1（）o．o

法　　学　　部 玉1 玉O 90．9
経　済　学　部 27 18 66．7
経　営　学　部 2 丑 50．o
商　　学　　部 5 4 80．0
商　経　学　部 亙

一 輔隔

理　　学　　部 29 3 亙o．3

理　工　学　部 2 一 一
医　　学　　部 44 42 95．5
歯　　学　　部 lo 10 亙GO．（）

薬　　学　　部 玉4 4 28．6
保　健　学　部 1 1 ！0G．◎

看　護　学　部 丑 丑 100。（）

家　政　学　部 7 『 ｝
文家政学部 1 一 ｝

生活科学部 2 一 一
工　　学　　部 46 玉 2．2

基礎工学部 1 一 一
工　芸　学　部 玉

一 ｝
芸術工学部 玉

『 ｝
電気通信学部 1 一 一
農　　学　　部 29 2 6．9

繊　維　学　部 2 ｝ ｝
園　芸　学　部 蓋

『 ｛
畜　産　学　部 玉

一 一
鉱　山　学　部 丑

一 一
水　産　学　部 5 3 60．o
商　船　学　部 2 一 一
水畜産学部 玉

一 一
第　1　学　群 3 3 i（）o．o

第　2　学　群 4 4 丑oo．o

第　3　学　群 3 3 100．O

医学専門学群 i 1 丑00．0

文　科　　玉　類 1 一 一
文　科　　2　類 1 一 一
文　科　3　類 1 一 一
理　科　　丑　類 i 一 ｝
理　科　2　類 1 一 一
理　科　　3　類 1 『 　
文　　　　　　類 1 一 一
理　　　　　　類 1 一 ｛

計 323 丑30 40．2

凡　例

A：全国公立大学に置かれた当該学部総数（北
　　海道大学と東京大学の類，並びに筑波大学
　　の学類と専門学群は1学部として計算した）

B　l標記のタイプを採用した学部数
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53，54年度表亙遷　1学科タイプと採用学部

2〉54年度1）53年度

採　用　学　部
A
総
　
数

B
採用数

B／A
×玉oo

教　養　学　部 i 一 一

総合科学部 2 一 一

入間科学部 i 一 ｝
文　　学　　部 ig iO 52．6
入文社会科学部 1 一 一
人　文　学　部 亙o 7 70．O

文教育学部 玉 i 100．o

文　理　学　部 1 i 玉GO．0

法　文　学　部 7 7 10（）．o

教　育　学　部 5 亙 20．o
学　芸　学　部 1 i 玉OO．0

外国語学部 5 5 ioo．o

社　会　学　部 1 一 一
法　　学　　部 夏2 玉 8．3

経　済　学　部 27 8 29．6
経　営　学　部 2 1 50．O
商　　学　　部 5 玉 20．0
商　経　学　部 i 1 100．O

理　　学　　部 30 27 go．o
理　工　学　部 亙 i 100．O

医　　学　　部 44 2 4．5

歯　　学　　部 亙o
一 一

薬　　学　　部 i4 io 71．4
保　健　学　部 1 一 一
看　護　学　部 玉 一 一
家　政　学　部 7 7 玉0（）．O

文家政学部 1 玉 100．o

生活科学部 2 2 100．o

工　　学　　部 47 42 89．4

基礎工学部 1 1 100．0

工　芸　学　部 1 1 100．（）

芸術工学部 1 玉 100．o

電気通信学部 i 1 ioo．o

農　　学　　部 29 27 93．亙

繊　維　学　部 2 2 10（）。o

園　芸　学　部 1 1 ！00．0

畜　産　学　部 1 1 iO（）．o

鉱　山　学　部 1 亙 100．o

水　産　学　部 5 ！ 20．0
商　船　学　部 2 2 100．o

第　玉　学　群 3 一 一
第　2　学　群 4 一 ｝
第　3　学　群 3 一 『
医学専門学群 1 一 一
文　科　　i　類 玉 一 一
文　科　　2　類 玉 一 一
文　科　　3　類 1 一 一
理　科　　玉　類 1 一 ｝
理　科　　2　類 1 ｝ ｝
理　科　　3　類 1 一 ｝
生物生産学部 1 一 一
文　　　夏　　系 1 一 ｝
文　　H　　系 1 一 ｝
文　　照　　系 1 一 ｝
理　　　亙　　系 ！ 一 一
理　　H　　系 ！ 一 ｝
理　　畷　　系 i 一 ｝

計 329 176 53．5

採　用　学　部
A
総
　
数

B
採
用
数

B／A
叉ioo

教　養　学　部 玉
へ ｝

総合科学部 2 → ｝

人間科学部 1 『 一
文　　学　　部 18 9 50．（）

入文社会科学部 i 『 一
人　文　学　部 紛 7 70．0

文教育学部 玉 1
玉00。（）

文　理　学　部 i 亙 玉OO．0

法　文　学　部 8 8 玉oo．（》

教　育　学　部 5 旦 20．o
学　芸　学　部 i 1 玉oo．o

外国語学部 5 5 ioo。o

社　会　学　部 玉
一 一

法　　学　　部 n ！ 9．亙

経　済　学　部 27 8 29．6
経　営　学　部 2 亙 50．o
商　　学　　部 5 1 20．o
商　経　学　部 1 1

亙（）o。o

理　　学　　部 29 26 89．7
理　工　学　部 2 2 ioo．o

医　　学　　部 44 2 4．5

歯　　学　　部 iO 一 ｝
薬　　学　　部 14 亙o 71．4
保　健　学　部 i 一 『
看　護　学　部 1 一 一
家　政　学　部 7 7 10（）．o

文家政学部 i 玉 ！00．o

生活科学部 2 2 100．（）

工　　学　　部 46 41 89．i

基礎工学部 玉 玉 玉（）o．o

工　芸　学　部 玉 玉 ！0（》．o

芸術工学部 1 1 玉oo．o

電気通信学部 玉 1 玉00．O

農　　学　　部 29 27 93．i
繊　維　学　部 2 2 玉oo．o

園　芸　学　部 1 1 io（）．O

畜　産　学　部 1 i iOO．0

鉱　山　学　部 i 1 玉OO．（）

水　産　学　部 5 玉 20．o
商　船　学　部 2 2 玉00．O

水畜産学部 亙 亙 亙OO．G

第　玉　学　群 3 一 『
第　2　学　群 4 一 一
第　3　学　群 3 一｝ 一
医学専門学群 i 一 ｝
文　科　　i　類 亙

一 『
文　科　2　類 玉

｝ ｝
文　科　3　類 1 『 一
理　科　　i　類 i 一 一
理　科　2　類 1 『 一
理　科　3　類 玉

一 ｝
文　　　　　　類 亙

一 『
理　　　　　　類 玉

『 一

計 323 176 54．5

凡　例
A　l全国公立大学に置かれた当該学部総数（北
　　海道大学と東京大学の類，並びに筑波大学
　　の学類と専門学群は1学部として計算した）

B：標記のタイプを採用した学部数
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表1－4　複数学科タイプと採用学部　　53，54年度

　　　　　　　　　　　　　（2〉54年度1〉53年度

採　用　学　部
A
総
　
数

B
採
用
数

B／A
×100

教　養　学　部 玉
｝ 一

総合科学部 2 ｝ 一
入間科学部 1 一 『
文　　学　　部 亙9 1 5．3

人文社会科学部 玉
一 ｝

入　文　学　部 丑（）

一 一

文教育学部 丑
｝ 一

文　理　学　部 玉 1 玉OO．O

法　文　学　部 7 1 14．3
教　育　学　部 5 ｝ 一
学　芸　学　部 1 一 『

外国語学部 5 一 『
社　会　学　部 玉

一 一
法　　学　　部 ！2

一 一
経　済　学　部 27 2 7．4

経　営　学　部 2 ｝ 一
商　　学　　部 5 『 一
商　経　学　部 1 『 『
理　　学　　部 30 1 3．3

理　工　学　部 玉 1 i（）O．O

医　　学　　部 44 ㎜ ｝
歯　　学　　部 ！0

一 ｝
薬　　学　　部 14 一 一
保　健　学　部 1 一 一
看　護　学　部 1 ｝ 一
家　政　学　部 7 ｝ ｝
文家政学部 1 一 一
生活科学部 2 一 ｝
工　　学　　部 47 29 6玉．7

基礎工学部 1 ｝ 一
工　芸　学　部 玉 玉 玉GG．o

芸術工学部 玉
一 一

電気通信学部 玉 玉 亙OO。O

農　　学　　部 29 玉 3．4

繊　維　学　部 2 一 一
園　芸　学　部 亙

一 一
畜　産　学　部 1 一 ｝
鉱　山　学　部 玉

『 一
水　産　学　部 5 一 ㎜
商　船　学　部 2 一 一
第　玉　学　群 3 一 一
第　2　学　群 4 一 ｝
第　3　学　群 3 『 一
医学専門学群 丑

一 一
文　科　　1　類 1 一 一
文　科　　2　類 1 一 一
文　科　　3　類 1 一 ｝
理　科　　1　類 1 ｝ ｝
理　科　　2　類 1 『 『
理　科　　3　類 1 ｝ 一
生物生産学部 ！

｝ 一
文　　　亙　　系 1 ｝ 一
文　　　H　　系 ！

『 ｝
文　　亘璽　　系 1 一 一
理　　　亙　　系 1 一 一
理　　　H　　系 1 一 ｝
理　　膿　　系 1 一 一

計 329 39 1玉．9

採　用　学　部
A
総
　
数

B
採用数

B／A
×100

教　養　学　部 1 『 一

総合科学部 2 ｝ 『
人間科学部 1 一 ｝
文　　学　　部 玉8 1 5．6

人文社会科学部 1 一 『
入　文　学　部 玉（）

『 『
文教育学部 1 一 一
文　理　学　：部 丑 1 10（》．o

法　文　学　部 8 1 丑2．5

教　育　学　部 5 一 一
学　芸　学　部 1 一 『

外国語学部 5 ｝ 一
社　会　学　部 1 一 一
法　　学　　部 蓋1

｝ 一
経　済　学　部 27 2 7．4

経　営　学　部 2 一 『
商　　学　　部 5 一 一
商　経　学　部 1 『 『
理　　学　　部 29 玉 3．4

理　工　学　部 2 1 50．0
医　　学　　部 44 一 一
歯　　学　　部 10 ｝ 一
薬　　学　　部 14 ｝ 一
保　健　学　部 1 一 一
看　護　学　部 1 一 一
家　政　学　部 7 一 一

文家政学部 1 一 一

生活科学部 2 一 一
工　　学　　部 46 29 63．0

基礎工学部 1 一 一
工　芸　学　部 玉 玉 100．o

芸術工学部 1 一 一
電気通信学部 1 1

10（）．（）

農　　学　　部 29 1 3．4

繊　維　学　部 2 ｝ 一
園　芸　学　部 ！

｝ 一
畜　産　学　部 1 一 一
鉱　山　学　部 ！

一 一
水　産　学　部 5 ｝ 一
商　船　学　部 2 一 一

水畜産学部 1 一 一
第　玉　学　群 3 一 一
第　2　学　群 4 一 一
第　3　学　群 3 一 一
医学専門学群 1 一 一
文　科　　1　類 1 一 『
文　科　　2　類 1 一 一
文　科　3　類 1 一 一
理　科　　1　類 1 ｝ 一
理　科　2　類 1 一 ｝
理　科　　3　類 ！

一 ｝
文　　　　　　類 ！

一 一
理　　　　　　類 1 一 ｝

計 323 39 12．1

凡　例

A　l全国公立大学に置かれた当該学部総数（北
　　海道大学と東京大学の類，並びに筑波大学
　　の学類と専門学群は1学部として計算した）

B　l標記のタイプを採用した学部数
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表1嘱　複数専攻タイプと採用学部　　53，54年度

　　　　　　　　　　　　　（2〉54年度1〉53年度

採　用　学　部
A
総
　
数

B
採
用
数

B／A
×茎o（）

教　養　学　部 i 一 一
総合科学部 2 2 100．o

入間科学部 玉 一 ｝
文　　学　　部 19 一 ｝
入文社会科学部 亙 一 ｝
入　文　学　部 10 一 一
文教育学部 1 一 一
文　理　学　部 1 ｝ 一
法　文　学　部 ・7 ！ 14．3
教　育　学　部 5 ｝ 一
学　芸　学　部 1 一 ㎝
外国語学部 5 ｝ 一
社　会　学　部 1 ｝ ㎝
法　　学　　部 12 『 『
経　済　学　部 27 一 一
経　営　学　部 2 一 一
商　　学　　部 5 一 一
商　経　学　部 亙

一 一
理　　学　　部 30 ｝ ｝
理　工　学　部 1 一 一
医　　学　　部 44 一 一
歯　　学　　部 10 一 一
薬　　学　　部 14 一 一
保　健　学　部 1 ｝ 一
看　護　学　部 1 ｝ 一
家　政　学　部 7 『 ｝
文家政学部 1 一 一
生活科学部 2 一 ｝
工　　学　　部 47 一 ㎝
基礎工学部 1 一 『
工　芸　学　部 亙

一 一
芸術工学部 1 一 一
電気通信学部 1 一 一
農　　学　　部 29 ｝ 一
繊　維　学　部 2 一 一
園　芸　学　部 i 一 一
畜　産　学　部 i 一 一
鉱　山　学　部 1 一 一
水　産　学　部 5 1 20．o
商　船　学　部 2 ｝ ｝
第　1　学　群 3 『 一
第　2　学　群 4 『 一
第　3　学　群 3 一 一
医学専門学群 1 一 一
文　科　1　類 1 一 『
文　科　2　類 1 一 一
文　科　3　類 1 一 一
理　科　　亙　類 i ｝ ｝
理　科　2　類 i 一 一
理　科　3　類 亙

一 一
生物生産学部 1 一 一
文　　　互　　系 亙

一 一
文　　H　　系 夏

一 一
文　　鰹　　系 1 ｝ ｝
理　　　亙　　系 玉

一 ｝
理　　H　　系 i ｝ 一
理　　睡　　系 蓋

『 一

計 329 4 丑．2

採　用　学　部
A
総
　
数

B
採
用
数

B／A
×10（》

教　養　学　部 亙
『 ｝

総合科学部 2 玉 50．（）

人間科学部 i 』 一
文　　学　　部 i8 』 一
人文社会科学部 亙

一 一
人　文　学　部 豆O

一 一
文教育学部 玉

一 ｝
文　理　学　部 1 ｝ 一
法　文　学　部 8 i 玉2．5

教　育　学　部 5 ｝ 一
学　芸　学　部 1 ｝ 一
外国語学部 5 一 一
社　会　学　部 至

一 一
法　　学　　部 1！

｝ 一
経　済　学　部 27 ｝ 一
経　営　学　部 2 ｝ 一
商　　学　　部 5 ｝ ｝
商　経　学　部 1 ｝ ｝
理　　学　　部 29 一 一
理　工　学　部 2 ｝ ｝
医　　学　　部 44 一 ｝
歯　　学　　部 10 ｝ 一
薬　　学　　部 亙4

一 ｝
保　健　学　部 1 ｝ 『
看　護　学　部 ヱ

｝ 一
家　政　学　部 7 ｝ 一
文家政学部 1 ｝ 一
生活科学部 2 ｝ 一
工　　学　　部 46 ｝ 一
基礎工学部 1 一 一
工　芸　学　部 丑　・

｝ 一
芸術工学部 1 ｝ 一
電気通信学部 玉

｝ 一
農　　学　　部 29 一 ｝
繊　維　学　部 2 ｝ 『
園　芸　学　部 i ｝ 一
畜　産　学　部 叉

一 一
鉱　山　学　部 玉

一 一
水　産　学　部 5 玉 20．o
商　船　学　部 2 ｝ ｝
水畜産学部 i 『 一
第　豆　学　群 3 一 一
第　2　学　群 4 一 一
第　3　学　群 3 ｝ 一
医学専門学群 丑

一 一
文　科　　玉　類 i ｝ 一
文　科　2　類 ！

｝ 一
文　科　3　類 i ｝ ｝
理　科　　丑　類 1 ｝ 一
理　科　2　類 玉

一 一
理　科　3　類 亙

『 一
文　　　　　　類 玉

『 一
理　　　　　　類 1 ｝ 一

計 323 3 o．9

凡　例

A：全国公立大学に置かれた当該学部総数（北
　　海道大学と東京大学の類，並びに筑波大学
　　の学類と専門学群は1学部として計算した）

B　l標記のタイプを採用した学部数
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表亙鴫　1専攻タイプと採用学部　　53，54年度

　　　　　　　　　　　　（2）54年度1）53年度

採　用　学　部
A
総
　
数

B
採用数

B／A
〉く100

教　養　学　部 i 一 ｝
総合科学部 2 一 ｝

人間科学部 玉 一 一
文　　学　　部 19 2 ！0．5

人文社会科学部 亙 一 一
入　文　学　部 憩 一 一

文教育学部 亙 玉 玉oo。o

文　理　学　部 玉 綱柵 一
法　文　学　部 7 2 28．6
教　育　学　部 5 ｝ 一
学　芸　学　部 i 一 ｝

外国語学部 5 2 40．o
社　会　学　部 i 一 一
法　　学　　部 玉2

一 一
経　済　学　部 27 1 3．7

経　営　学　部 2 一　　一 ｝
商　　学　　部 5 一　　一 ｝
商　経　学　部 1 一　　一 一
理　　学　　部 30 1 3．3

理　工　学　部 1 一 一
医　　学　　部 44 一 一
歯　　学　　部 10 ｝ 一
薬　　学　　部 玉4

｛ 一
保　健　学　部 1 一 ｝
看　護　学　部 玉 一 ｝
家　政　学　部 7 2 28．6

文家政学部 1 一 ｝

生活科学部 2 一 ｝
工　　学　　部 47 1 2．玉

基礎工学部 1 一 ｝
工　芸　学　部 1 一 一
芸術工学部 玉 一 ｝
電気通信学部 1 酬榊 一
農　　学　　部 29 8 27．6
繊　維　学　部 2 一 ｝
園　芸　学　部 玉 一 ｝
畜　産　学　部 i 一 一
鉱　山　学　部 玉 一 一
水　産　学　部 5 一 ｝
商　船　学　部 2 一 ｝
第　五　学　群 3 一 一
第　2　学　群 4 一 ｝
第　3　学　群 3 一 ｝
医学専門学群 丑 ｝ ㎜
文　科　i　類 玉 一 ｝
文　科　2　類 玉 一 ｝
文　科　3　類 i 一

｝　　　　　　　　　　　　　ξ

理　科　　玉　類 i 一 一
理　科　2　類 玉 ｛ ｝
理　科　3　類 1 ｝ ｝
生物生産学部 1 ｝ ｝
文　　　夏　　系 丑 ｝ ｝
文　　麗　　系 亙 ｝ ｝
文　　瞳　　系 1 ｛ 一
理　　　互　　系 ！ 一 ｝
理　　璽　　系 ！ 一 一
理　　襲　　系 玉 一 一

計 329 20 6．玉

採　用　学　部
A
総
　
数

B
採
用
数

B／A
×舞o

教　養　学　部 1 ｝ 一

総合科学部 2 一 一

人間科学部 i ｝ 一
文　　学　　部 ！8 2

！玉．1

入文社会科学部 玉
｝ ｝

入　文　学　部 舞 一 一

文教育学部 i 盈 恥o．o

文　理　学　部 i ㎜ ｝
法　文　学　部 8 2 25．o
教　育　学　部 5 ｛ 一
学　芸　学　部 1 一 一

外国語学部 5 2 40．O
社　会　学　部 夏

『 『
法　　学　　部 難 『 一
経　済　学　部 27 玉 3．7

経　営　学　部 2 『 ｝
商　　学　　部 5 一 一
商　経　学　部 1 『

『　　1

理　　学　　部 29 1 3．4

理　工　学　部 2 ｝ 一
医　　学　　部 44 一 一
歯　　学　　部 10 一 一
薬　　学　　部 M 一 一
保　健　学　部 玉

｝ 『
看　護　学　部 玉

一 ｝
家　政　学　部 7 3 42．9

文家政学部 1 ｝ 一

生活科学部 2 一 一
工　　学　　部 46 玉 2．2

基礎工学部 i 一 一
工　芸　学　部 1 一 ｝

芸術工学部 i 一 一
電気通信学部 夏

一 一
農　　学　　部 29 8 27．6
繊　維　学　部 2 一 一
園　芸　学　部 亙

｝ 一
畜　産　学　部 1 一 一
鉱　山　学　部 玉

一 一
水　産　学　部 5 一 一
商　船　学　部 2 一 『

水畜産学部 玉
一 一

第　丑　学　群 3 一 一
第　2　学　群 4 一 一
第　3　学　群 3 ｝ ｝
医学専門学群 夏

｝ 一
文　科　　1　類 丑

｝ 一
文　科　2　類 1 一 一
文　科　3　類 玉

一 一
理　科　　亙　類 1 一 一
理　科　2　類 1 ｝ 一
理　科　3　類 ！

一 一
文　　　　　　類 玉

｝ 一
理　　　　　　類 玉

一 一

計 323 2玉 6．5

凡　例

A　l全国公立大学に置かれた当該学部総数（北
　　海道大学と東京大学の類，並びに筑波大学
　　の学類と専門学群は1学部として計算した）

B　l標記のタイプを採用した学部数
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野では，電気系学科の他に，機械系・化学系・

金属系の各学科に，この種の募集単位が多く

みられる．

　C）複数専攻タイプ

　表蚕5から明らかなように，この種の募集

単位はぎわめて少数である．このタイプでは，

例えば，鹿児島大学法文学部文学科哲学系の

ように入学時には系の単位で学生の入学を許

可し，入学後に哲学専攻と倫理学専攻とに所

属を分けるように，複数の専攻で1募集単位

が構成されている．

　D）　1専攻タイプ

　表匿描の採用数をみると，両年度とも農学

部が最も多い．比率でみると，53年度は家政

学部（42、9％），54年度は外国語学部（卿．0％）

が相対的に高いが，いずれも半数には達して

いない．

　例えば，弘前大学農学部農学科は農学コー

スと農業経済コースに，また同学部農業工学

科は農業機械コースと農業土木コースに分け

て募集し，入学時から学生の所属がコース別

に決定されている．このような場合が1専攻

タイプの募集単位である．

2．教員養成集団の募集単位のタイプと

　その特徴

　表置7はタイプ別に募集単位を示したもの

である．教員養成集団の場合，募集単位のタ

イプを課程・専攻の別によって分類している

が，課程とはr教員養成課程」を意味し，一一

般集団でいえば学科組織に相当する、専攻と

は課程を細分化’した教育組織をいう．とりわ

げ中学校・高等学校・特別教科の各教員養成

課程は，その性質上，教科別の専攻によって

構成されている．小学校教員養成課程の場合

には，学生に中学校教諭免許状をも副免許状

として取得させるなどの目的で専攻に細分さ

れるが，この場合の呼称は専攻の語の代わり

に，専攻学科・教科コース・科・副専攻・専

修・専修教科・選修などが使用されている例

がみられる．

　さて，表をみると，募集単位数の合計では

53年度776，54年度753と微減しているが，

学生募集人員の合計では53年度16，488人，

54年度16，劔8人と逆に微増していることが

わかる．そして，募集単位当りの規模は53年

　　　表互イ

（1）53年度

教員養成集団の募集単位（タイプ別〉　53，54年度

タ　イ　　プ 募集単位数（A〉 学生募集入員数（B） B／A

　1課程タイプ
複数課程タイプ

　1専攻タイプ
複数専攻タイプ

！48（19．3％）

　0（0．O％）
612（79．9％〉

　6（0．8％）

8，420（5L1％）

　　o（o．o％）

7，818（47．4％〉

　250（1．5％）

56．9

　『
12．8

41．7

計 766（！00。0％） 16，488（！00．0％） 21．5

（2〉54年度

タ　イ　　プ 募集単位数（A） 学生募集人員数（B） B／A

　1課程タイプ
複数課程タイプ

　1専攻タイプ
複数専攻タイプ

145（19．3％〉

　1（o．1％）
602（79，9％）

　5（G．7％）

8，196（49．2％）

　285（L7％〉
7，924（47．6％）

　243（1．5％〉

56．5
285．0

13．2

48．6

計 753（100。0％） 16，648（100．0％） 22．1
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度21．5人，54年度22、1人であり，これは一

般集団の募集単位当りの規模と比較すると約

3分の1にあたり，規模の大ぎさにはかなり

の開ぎがある．

　つぎに募集単位をタイプ別にみると，最も

多いのが，1専攻タイプであり53年度612，54

年度602となり，両年度とも全体のほぼ鍵％

近くを占めていて変わらない．2番目に多い

のが1課程タイプであり53年度148，54年度

145となり，両年度とも全体の19％を占めて

いる．他にぎわめて少数の例がみられたタイ

プとして，53年度には複数専攻タイプ，54年

度には複数課程タイプ及び複数専攻タイプが

挙げられる．

　学生募集人員をみると，両年度とも1専攻

タイプよりも1課程タイプの方が大ぎい．こ

れは募集単位当りの平均規模にかなりの開ぎ

があるためで，1課程タイプの場合，53年度

56、9人，54年度56．5人であるのに対して，1

専攻タイプは53年度12、8人，54年度13、2

人であり，1課程タイプが約4倍の規模であ

ることがわかる．

　以上のようにみてくると，教員養成集団で

普通にみられる募集単位のタイプは，両年度

を通して1課程タイプ及び1専攻タイプであ

る．そして，複数課程や複数専攻の各タイプ

はぎわめて稀であるといえる．

　では，これらの各タイプは主としてどのよ

うな種類の教員養成の分野において採用され

ているのか．この点を明らかにするために，以

下，各タイプ別に採用課程の内訳を表恥8

一恥且⑪によってみることにした．なお同一課

程が2種類以上のタイプを採用している場合

は，そのつど表の採用数の中に算入されてい

る．

　（1）1課程タイプを採用する教員養成分野

　表恥8において採用課程数をみると，小学

校・幼稚園・養護学校・養護学校（小学校）・

表1遮　1課程タイプと採用課程

（1〉53年度

53，54年度

採　　用　　課　　程
A
総
　
数

B
採用数

B／A
×！00

小学校教員養成課程 51 33 64．7

中学校教員養成課程 5！

一 『

高等学校教員養成課程 1 ㎜ 一

幼稚園教員養成課程 31 30 96．8

養護学校教員養成課程 29 28 96．6
養護学校教員養成課程（小学校〉 ig ！8 94．7
養護学校教員養成課程（中学校〉 19 u 57．9

ろう学校教員養成課程 6 6 ！00．0

盲学校教員養成課程 2 2 ！00．0

言語障害児教員養成課程 4 4 100．O

肢体不自由児教員養成課程 3 3 蓋oo。o

病虚弱児教育課程 1 1 100．o

養護教諭養成課程 8 8 100．o

特別教科教員養成課程 ！7 4 23．5

計 242 148 61．2

（2）54年度

採　　用　　課　　程
A
総
　
数

　B
採用数

B／A
×！00

小学校教員養成課程 50 31 62．O

中学校教員養成課程 50 ｝ ｝

高等学校教員養成課程 1 一 一

幼稚園教員養成課程 31 30 96．8

養護学校教員養成課程 27 26 96．3
養護学校教員養成課程（小学校） ！9 ！9 100．O

養護学校教員養成課程（中学校） 19 ！2 63．2

ろう学校教員養成課程 5 5 100．O

盲学校教員養成課程 ！ 1 ！00．O

言語障害児教員養成課程 2 2 100．O

肢体不自由児教員養成課程 3 3 100．0

病虚弱児教育課程 1 1 100．0

養護教諭養成課程
！0 ！0 1（》o。o

特別教科教員養成課程 17 4 23．5

特殊教育教員養成課程 1 1 1GO．0

複　　　数　　　課　　　程 1 『 一

計 238 145 60．9

凡例
A　l全国立大学の教員養成学部に置かれた当該教員
　養成課程総数（ただし，養護学校教員養成課程
　を小学校コース・中学校コース（又は小学部・
　中学部等）に2コースに分けている募集単位を
　設定している場合には，各コースを1課程とみ
　なす）
B　l標記のタイプを採用した教員養成課程数
複数課程……宮城教育大のA類で，5課程にわたっ
　て一括募集するものである（15頁参照）
　（以下の表1櫓～表1一⑳において同じ）

養護学校（中学校）などの各教員養成課程が

両年度とも多いし，当該養成課程総数に対す

る比率をみても，これらは全て過半数に達し

ている、また，ろう学校教員などの特殊教育
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表亙略⑪　複数専攻タイプと採用課程

1〉53年度

53，54年度表1櫓　！専攻タイプと採用課程

1〉53年度

採　　用　　課　　程
A
総
　
数

B
採
用
数

B／A
×！00

小学校教員養成課程 51 2 3．9

中学校教員養成課程 51 3 5．9

高等学校教員養成課程 1 一 一

幼稚園教員養成課程 31 一 一

養護学校教員養成課程 29 一 一
養護学校教員養成課程（小学校） ・19

一 一
養護学校教員養成課程（中学校） 19 一 一
ろう学校教員養成課程 6 『 ｝

盲学校教員養成課程 2 一 一
言語障害児教員養成課程 4 一 一
肢体不自由児教員養成課程 3 一 一

病虚弱　児教育課程 1 『 一

養護教諭養成課程 8 一 一

特別教科教員養成課程 17 ｝ 一

計 242 5 2．1

採　　用　　課　　程

A
総
　
数

B
採
用
数

B／A
×玉OO

小学校教員養成課程 51 ！7 33．3

中学校教員養成課程 51 51 100．O

高等学校教員養成課程 i i 1GO．O

幼稚園教員養成課程 3i 1 3．2

養護学校教員養成課程 29 1 3．4

養護学校教員養成課程（小学校） 19 ！ 5．3

養護学校教員養成課程（中学校〉 19 8 42．1

ろう学校教員養成課程 6 一 一

盲学校教員養成課程 2 一 一

言語障害児教員養成課程 4 一 一
肢体不自由児教員養成課程 3 『 一

病虚弱児教育課程 ！ ｝ 『

養護教諭養成課程 8 一 一

特別教科教員養成課程 17 亙3 76．5

計 242 93 38．4

（2）54年度（2〉54年度

採　　用　　課　　程
A
総
　
数

B
採
用
数

B／A
×lo（）

小学校教員養成課程 50 2 4．O

中学校教員養成課程 50 2 4．o

高等学校教員養成課程 i 一 一

幼稚園教員養成課程 31 一 一

養護学校教員養成課程 27 一 一
養護学校教員養成課程（小学校〉 19 一 一
養護学校教員養成課程（中学校） 亙9

一 一
ろう学校教員養成課程 5 一 一

盲学校教員養成課程 ！ 一 一
言語障害児教員養成課程 2 一 一
肢体不自由児教員養成課程 3 一 一

病虚弱児教育課程 1 一 一

養護教諭養成課程
！0

｝ ｝
特別教科教員養成課程 17 一 『
特殊教育教員養成課程 丑 一 一
複　　　数　　　課　　　程 1 一 一

計 238 4 i．7

採　　用　　課　　程

A
総
　
数

B
採
用
数

B／A
×100

小学校教員養成課程 50 18 36．0

中学校教員養成課程 50 50 100．O

高等学校教員養成課程 1 1 100．0

幼稚園教員養成課程 31 i 3．2

養護学校教員養成課程 27 1 3．7

養護学校教員養成課程（小学校〉 19 一 一
養護学校教員養成課程（中学校） 19 7 36．8

ろう学校教員養成課程 5 ㎜ 一

盲学校教員養成課程 ！
『 『

言語障害児教員養成課程 2 ㎜ 一
肢体不自由児教員養成課程 3 ｝ 一

病虚弱児教育課程 1 ｝ 一

養護教諭養成課程 10 一 『

特別教科教員養成課程 17 13 76．5

特殊教育教員養成課程 亙
一 ｝

複　　　数　　　課　　　程 1 一 一

計 238 91 38．2

ているが，その他の教員養成課程ではほとん

ど採用していない．

　（3〉その他のタイプを採用する教員養成分野

　上述の支配的なタイプ以外に，少数の事例

として複数課程タイプと複数専攻タイプとが

みられる、

　A）複数課程タイプ

　このタイプは54年度に初めて現われたも

のである、これは宮城教育大学のみが採用す

るタイプであり，ここでは小学校・盲学校・

養護学校・言語障害児教育・幼稚園の各教員

養成課程の5課程をA類として一括募集し，

関係の教員養成課程や養護教諭養成課程も，

設置数が少ないせいで数としては目立たない

が，1課程タイプを採用していることがわか

る．

　（2）盟專攻タイプを採用する教員養成分野

　中学校，高等学校や特別教科の各教員養成

課程は，1課程タイプの募集単位をほとんど

採用していないが，これら教科を専攻の基礎

にする課程では，表董轡からも明らかなよう

に，やはり1専攻タイプの募集単位が圧倒的

に多い．また，小学校や養護学校（中学校）の

各養成課程も4割前後がこのタイプを採用’し
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所属の決定は入学後3年次までに行う方針が

採られている．

　B）複数専攻タイプ

　表恥卿に示すように，両年度ともこのタイ

プを採用した課程数は少数であるが，これら

は小学校及び中学校の教員養成課程でのみ採

用されている．

　具体的な例として，島根大学教育学部小学

校教員養成課程が挙げられる．ここでは教

育・教育心理・国語・社会・数学・理科・技

術・職業・英語の各専攻の学生を入学時に一

括して募集し，所属は入学後に決定するもの

とされている．

聾　嵐題型に関する分析結果

　本節では入試教科目に関する出題型を記述

し，それに基づいて53年度から54年度への

変化の特徴を要約するものである．

　出題型の記述は，教科のレベルと当該教科

に含まれる科目のレベルに分けて行うことと

する．そして，これら両レベルに関する出題

型の分析結果は，後節で総合してまとめるも

のとする．

　出題型を分類する際に使用した5教科の略

記法は以下のとおりである．

　国語→国，数学→数外国語→外，社会→

社，理科→理

　（1〉一般集団の出題型

　表聾且は，一般集団における53年度と54

年度の5教科に関する出題型とその採用募集

単位数とを示したものである．

　53年度には9種類の出題型が採用されて

いるが，これらの中では「国数外社理」の5教

科型が全体の67．4％に達し，最も多く採用さ

表亙互4　主要5教科に関する出題型

　　　と募集単位数　53，54年度

（1〉53年度

出題型 募集単位数（％〉

国数外社理 752（67．4）

国数外社 69（6．2）

国数外理 259（23．2）

国外社理 2（O．2）
国数外 13（1．2）

国外杜 8（O．7）
数外社 2（O。2）
数外理 10（o．9）

数外 1（O．1）

計 ！，116（！00．O）

（2）54年度

出題型

　且．1圭要5教科に関する謹題i型

　国語・数学・外国語・社会・理科は主要5教

科と呼ばれ，入試教科の重要な構成要素と

なっている．教科のレベルにおける出題型の

分析は，職業科目を除く主要5教科の範囲に

限定して行うものとする．

　出題型はこれら5教科の出題の有無に基づ

く組合せによって表現する．各々の教科に含

まれる科目が指定か選択であれば，出題教科

として扱った、したがって論理的にはr5教科

全ての出題」（5教科出題型）からr出題しな

い」型までの32通りが現われる可能性があ

る．

国数外社
国数外理
国数外

国数理

国外社

数外社
数外理
国数

国外

国理

数外
数理
外社

外理
国

数

外

社

理

出題しない

計

募集単位数（％）

lO（O．9）

4（O．4）
28（2．5）

1（o．1）
7（O．6）
2（O．2）

151（　13．4）

1（0。1）
71（6．3）

2（O．2〉
75（6．6）

542（48。0）

23（2．0）

1（O．1）

8（O．7）
71（6．3）

41（3。6）

3（O．3）
51（4．5）

36（3．2）

1，128（IOO．O）
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（54年度）
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れている、このように多数の集団が5教科型

を採用しているが，その他ではある程度一般

集団により採用された出題型として，r国数外

理」（23．2％）やr国数外社」（6．2％）の4教

科型があげられる．残りの6種類の出題型は

3教科型が主体となっているが，これらは比

率にして1％前後にしかならず，少数事例の

出題型といえる．

　54年度の第2次試験における出題型は，種

類の増加が顕著であり20種類にのぼってい

る．この中で最も多く採用されているのはr数

理」の2教科型で，その比率は48。0％になり

ほぼ半数を占めている．残りの19種類の中で

はr数理」の2教科型に匹敵する比率の出題

型はなく，r数外理」の3教科型が13。4％でこ

れに次ぐものである．したがって，出題型は

53年度に較べてかなり分散したといえる、

　53年度から54年度の出題型の変化が，文
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科系集団と理科系集団でどのように違ってい

るかを，図豆に示すものとする．

　図をみると，出題型の種類に文科系集団の

型と理科系集団の型があることに気がつく．

53年度（ヨコ軸）の場合は，r国数外理」の4

教科型，r数外理」及びr数外社」の3教科型

が理科系分野の型に属し，他方，r国数外社」

及びr国外社理」の4教科型，r国数外」・r国

外社」の3教科型，r数外」の2教科型が文科

系の分野の型に属する．

　54年度（タテ軸）の場合は，r国数外理」の

4教科型，r数外理」・r国数理」・r数外社」の

3教科，r数理」・r外理」・r国理」・r国数」の

2教科型，r数」・r理」の1教科型が理科系分

野に，そしてr国数外社」の4教科型，r国数

外」・r国外社」の3教科型，r国外」・r外社」

の2教科型，r外」・「社」の1教科型が文科系

の分野に属するものである、

　20種類の出題型のうちr数外」型・r国」型・

r出題しない」型を除いた蓋7種類が，文科系

と理科系の分野に戯然と区別でぎるが，これ

は53年度から54年度の出題型の変化におけ

る注目すべぎ特徴である．なお，例外となる

3種類の出題型を採用する集団について，所

属学部分野（募集単位数）を示すと以下の通

りである．

　A．r数外」型（73募集単位）

　経済学部（22）・経営学部（3）・商学部（4）・

　商経学部（3）・法学部（1）・法文学部（2）・

　人間学類（！）・医学部（8）・工学部て貯）・

　農学部（1）・家政学部（7）・生活科学部（4）

　B．r国」型（9募集単位）

　文学部（5）・法文学部（1）・文家政学部（1）・

　農学部（2）

　C．「出題しない」型（35募集単位）

　文学部（6）・人文学部（3）・法文学部（4）・

　経済学部（3）・医学部（3）・農学部（6）・

　工芸学部（1）・繊維学部（6＞家政学部（3）

　（2〉教員養成集団の出題型

　つぎに教員養成集団に属する募集単位の主

要5教科に関する出題型について分析する．

　なお，下記の課程又は専攻については，各

募集単位の出題型を一義的に同定でぎない．

そのため，本項及び叢の2のうちr（2〉教員養

成集団の出題型」においては，それら募集単

位については集計から除外して扱った．

○宇都宮大学教育学部の小学校教員養成課程

　両年度ともに一括募集しているので！課

　程タイプの募集単位としたが，54年度にお

　いては出題型がr専修」（この課程は10専

　修に細分されている）毎に定められi募集

　単位の出題型が複数にわたっている．

○神戸大学教育学部

　小学校教員養成課程の初等教育科・教育

　科・教育心理科・教育衛生科は，それぞれ

　1専攻タイプの募集単位としたが，入試教

　科目は両年度とも文科系・理科系の2組の

　それのうちいずれかを選択する方式になっ

　ている．中学校教員養成課程の技術科及び

　家庭科についても，同様の取扱いである、

　養護学校教員養成課程と幼稚園教員養成

　課程については，それぞれ1課程タイプの

　募集単位としたが，入試教科目は同様の取

　扱いである．

○鹿児島大学教育学部

　小学校教員養成課程及び養護学校教員養

　成課程は，それぞれ1課程タイプの募集単

　位としたが，入試教科目は両年度とも文科

　系・理科系の2組のそれのうちいずれかを

　選択する方式になっている．

　中学校教員養成課程の家政科について

　は，1専攻タイプの募集単位としたが，入試

　教科目は上記の場合と同じ取扱いである．

　表璽豆老は主要5教科に関する両年度の出

題型を示したものである．53年度の出題型は

4種類になるが，その中のr国数外社理」の5
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表H－2　主要5教科に関する出題型

　　　と募集単位数　53，54年度

（1）53年度

出題型 募集単位数（％）

国数外社理
国数外社
国数外理
国数外

736（97．6）

　7（O．9）

　9（1．2）

　2（0．3）

計 754（100。0）

（2）54年度

出題型
国数外社理
国数外社
国数外理
国数外
国数理

数外理
国数

国外

国社

数外
数理
外社

外理

社理
国

数
外

社

理

出題しない

計

募集単位数（％）

20（2。7）

　1（o．1）

12（1．6）
84（11．3）

　8（1．1）

　6（O．8）

155（20．9）

26（3．5）

　1（O．1）

50（6．7）

32（4。3）

　2（O．3）

　5（O．7）

　1（o．1）

72（9．7）

57（8。0）

20（2．7）

15（2。O）

37（5．O）

137（18．5）

　（3）まとめ

　主要5教科に関する両年度の変化をみてぎ

たが，ここではその特徴についてまとめるも

のとする．

　一般集団及び教員養成集団ともに54年度

の出題型は拡散した．一般集団の中では，文

科系と理科系の各分野に独特の出題型が多く

みられるようになり，出題型の拡散という現

象をさらに特徴づけている．各分野の出題型

の中でとくに多く採用される出題型として

は，文科系ではr国外」の2教科型であり，理

科系ではr数理」の2教科型である、なお，両

分野の集団がともに採用する出題型も依然と

してみられるが，その出題型はr数外」・r国」・

「出題しない」の3種類である、

　教員養成集団の場合には，一般集団に比較

して出題型の拡散にはさらに著しいものがあ

る．したがって，とくに多く採用される出題

型というものが現われないが，中でもより多

く採用された出題型にr国数」とr出題しな

い」の2種類がある．

741（1（）O。0）

教科型をみると，全体の97．6％にあたる集団

がこの出題型を採用している、つまり，53年

度における教員養成集団のほとんど全てが

r国数外社理」型を採用していることになる．

　54年度になると，20種類の出題型が採用さ

れており，その中ではr国数」の2教科型や

r出題しない」型が多く採用され，それぞれ

20．9％と18．5％を占めている．この2種類の

出題型に較べると少し比率は下がるが，r国数

外」の3教科型（11．3％），r国」（9．7％）・r数」

（8．0％）の1教科型もある程度は採用されて

いる出題型である、このように，54年度の出

題型は際立った主要な出題型がみられず，出

題型の分散が特徴的である．

2．各教科の科目に関する出題型

　主要5教科に焦点をあてて，出題型の概要

を記述したが，ここではさらに各教科を構成

する科目及び職業科目に着目し，出題型に関

するより詳細な内容を分析する、なお，各教

科毎の科目及び職業科目の略記法は以下のと

おりである．

　A．国語の科目

　　現代国語→現，古典互甲→古甲，古典互

　　乙→古乙

　B．数学の科目

　　数学互→互，数学聾A→HA，数学璽B

　　→H　B，数学腫→亘璽，応用数学→応数

　C．外国語の科目

　　英語A→英A，英語B→英B，ドイッ語

　　→独，フラソス語→仏，買シア語→露，中
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　国語→中，スペイン語→ス

D．社会の科目

　倫理社会→倫，政治経済→政，日本史→

　日，世界史→世，地理A→A，地理B→

　B
E、理科の科目

　基礎理科→基，物理1→物1，物理1互→

　物翌，化学互→化互，化学翌→化II，生

　物互→生夏，生物聾→生翌，地学互→地

　　互，地学II→地H

　F。職業科目（表聾暑及び表聾盟の凡例

　を参照）

　出題型の記述に際して韓，まず単一教科内

での出題と職業科目を含んだ複数教科にわた

る出題の2種類に大別し，その各々について

は，（i）要求科目数と（ii）指定科目か選択

科目か，の2つの基準を利用している．この

ため，出題型の表示が複雑なものとなったの

で，その基本的な表示の例を，以下に具体的

に示しておく．

　A．現代国語と古典互乙の2科目を指定

　する場合（指定型）

　r現古乙」

　B。現代国語を指定科目とし，かつ古典1

　乙か古典互甲のいずれか1つを選択させ

　　る場合（指定・選択型）

　「現〔①古乙　古甲〕」

現古乙

現古甲

古乙

現

（54年度〉

出題しない

　　　　　②　．⑫
　　　　　　　／　　　　　　ノ　　　　　⑨
　　　　　ノ　　　　／　　　⑱
　　　　〆　　　■　　　ろ　　、10　　3　⑳
　　ろ
ヌ3／團　288零190　

■
！

）注（

　　　　　　　　（53年度）
出　現古乙現　現
題　　　　 古甲古乙
し
な

い

C．現代国語か古典夏乙のいずれか1つを

　選択させる場合（選択型）

　r〔①現　古乙〕」

D、数学IIA・数学聾B・応用数学を包括

　する試験科目，物理聾・化学Hを包括す

　る試験科目，及び機械製図・機械設計・

　機械工作を包括する試験科目のうちか

　ら，2つの試験科目を選択させる場合（複

　数教科にわたる出題型で選択型のもの）

　〔②（1互A翌B応数）（物II化脚（機

　製，機設，機工）〕

（！）一般集団の出題型

　（1）　團語の出題型

　表聾書は両年度に関する国語の出題型で

ある．53年度をみると，「出題しない」型が少

数で大部分がr現」・r現　古甲」・r現　古乙」

表∬遷　国語の出題型

（蓋）53年度

53，54年度

出題型 募集単位数（％）
現
現
　
古
甲
現
　
古

乙
出題しない

498（44．6）

307（27。5）

298（26．7）

13（1。2）

計 1，116（100．O）

（2〉54年度

出題型 募集単位数（％）

現
古乙現
　 古甲

現　古乙
出題しない

38（3．4）

18（1．6）

　9（0．8）

65ぐ5．8）

996（88．5）

計 ！，126（100。O）

（1〉54年度に教育組織の改組・拡充によって募集単位
　に変化が生じた場合は，集計から除いてある。
　（以下，図3～図5も同様）
（2〉＊印を付した集団の文科系（○印〉及び理科系（□

　印）の内訳は，次のとおり。

＊288嵩⑳＋圃

　1go＝⑳＋図

図2　国語の出題型の変化　（N竺1，IOO）
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の3種類である．54年度になると，r出題しな

い」型が9割近くを占め，残りのr現」・r古

乙」・r現　古甲」・r現　古乙」の4種類の出

題型は少数事例となっている．ほとんどの募

集単位が国語の出題をやめたり，あるいは要

求科目数を減らしたりしていることがわか

る．

　これらの動ぎが文科系と理科系の分野でど

う違うかを，図2により示すものとする．

　図をみると，53年度（ヨコ軸）にr現」の

1科目指定型やr現古甲」の2科目指定を採

用した集団はほとんどが54年度（タテ軸）に

はr出題しない」型に移行していることがわ

かる、しかし，r現　古乙」の2科目指定型を

採用する集団の中には，54年度も国語を要求

する集団があり，それは全て文科系の分野に

属している、その出題型にはr現」・r現古

甲」があるが，前年と同型のr現　古乙」の

2科目指定が最も多く採用され，変化しな

かった集団がある程度多く存在していること

がわかる．

　　（の　数学の出題型

　表聾4は両年度における数学の出題型を

示すものである．53年度に最も多く採用され

ている出題型はr旦H　B　鯉」の3科目指定

型であり，その比率は全体の総．0％になる．

大半の募集単位がこの出題型を採用している

表H－4　数学の出題型

（1）53年度

53，54年度

出　題 型 募集単位数（％）

豆
I
　 H　B

互　H　B
互〔①亙IA

出題しない

互翌豆B〕

87（8．0）

255（23．5〉

715（66．0）

17（1．6）

10（0．9）

計 1，084（100．O〉

（2）54年度

出　題 型 募集単位数（％）

H　B
皿
I
　 H　B

H　B　璽豆

I　H　B
〔①IIA

出題しない

弼
翌
B
〕

200（18。4）

10（o．9）

78（7．2）

345（3L8）
209（19．2）

　1（O．1）

243（22．4）

計 1，086（100．0）

（54年度）

夏〔①HA亙IB〕

〔①HA亙亙B〕

互　1亙B　膿

HB鵬
亙　1亙B

H豆

HB
亙

出題しない

　
輔／

①
｝
　
国
B
・

！
嘩

ノ
篇

　
ノ
葡
　
　
　
　
　
〔
（

－
…
＋
…
…
…
ー
i
…
…
…

　
画
国
團
回
国
国
，

　
一
／
　
　
　
　
B

　
｝
　
〆
　
　
　
　
H

　
　
〆
＊

　
【
　

ゑ
　

＊
　

＊

　
薗
夢
鰍
醜
－

　
一
　
／

　
一
　
　
　
／
　
　
　
亙

　
　
　
　
　
　
　
よ

　
一
　
　
　
／
　
　
　

豆

　
　
　
　
／

　
輔
　
　
　
　
／

　
一
　
　
　

／
　
　

B

　
”
・
　
　
　
　
／
　
　
ー

　
　
　
　
メ
　
　
　

エ

　
一
　
　
　
　
／

　
偏
　
　
　
　
　
／

　
㎜
　
①
4
　
④
／
⑰
1

　
一
　
　
　
／

　
輔
　
　
　

⑩
出

　
『　
　
　
　
　
　
／

　
輯
　
　
　
　
　
　
ノ

（注）＊印を付した集団の文

　　科系（○印）及び理科
　　系（□印）の内訳は，
　　次のとおり。

（53年度）

＊102諾⑳＋國

＊＊86＝⑮＋回

＊＊＊49鴬⑮＋回

1出
題
し
な
い

図3

　I　HB　I　〔　　亙亙亙B　m　HB①一
　　　　　m　IIA①
　　　　　　HB　IIA
　　　　　　〕　IIB
　　　　　　　　〕
数学の出題型の変化　（N＝1，054）
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ことになる．

　54年度の第2次試験には，rH　B　躍」の2

科目指定型が3L8％を占めて最も多く採用

されているが，「出題しない」型（22．4％）・r互

IIB　H夏」型（19．2％）・rIIB」型（18．4％）の

3種類の出題型も比較的多く採用されてい

る、特定の出題型に集中しないのが54年度の

特徴である．

　図3によって，出題型の変化を文科系と理

系科の分野に分けてみる．53年度（ヨコ軸）の

r　I」型は文科系分野の出題型，rl　H　B　睡」

は理科系分野の出題型であるが，r互II　B」型

は両分野が共通して採用する出題型である．

54年度（タテ軸）の第2次試験では，53年度

にr夏」型を採用した集団はほとんどがr出

題しない」型に変わるが，r豆HB」型を採用

していた集団は半数以上がrH　B」型やr豆H

B」型で数学を出題し続ける．またrl　HB

互H」型を採用していた集団は，rII　B　瓢」型

やr互II　B　膿」型そしてrIIB」型で数学

を出題し続け，r出題しない」型に変わるのは

少数の募集単位でしかない．

　r亙」型及びrl　I豆B」型を採用していた集

団でr出題しない」型に変化したのは，大部

分が文科系であるので，やはり文科系の大部

分の募集単位はr出題しない」型に変化し，他

方，理科系の集団の多くは数学夏を要求しな

い出題型に変わるか，あるいは前年度と同じ

出題型を採用している．

　　Gの　外国語の出題型

　表聾騒に両年度の外国語の出題型を示す．

53年度をみると，r英B」の1科目指定型，

r〔①英B　独　仏〕」とr〔①英B　独〕」の

1科目選択型の3種類が多く採用されている

ことがわかる．その中でも，「〔①英B　独

仏〕」型は全体の半数を占めており，とくに多

く採用されている．

　54年度の第2次試験では，前年度には全く

なかったr出題しない」型が多く，その比率

は63、4％に及んでいる．多数の募集単位が外

国語の出題をしないこととしたことになる．

しかし，前年度に最も多く採用された「〔①英

B独仏〕」の出題型も，比率にして22．4％

を占めており，第2次試験でも出題した募集

単位の多いことがわかる．

　図4は両年度間の出題型の変化を示したも

のであるが，これによって文科系と理科系の

各集団の特徴をみるものとする．53年度の

「〔①英B　独　仏〕」と「英B」の出題型は，

文科系と理科系の集団が採用するものであ

り，その他の6種類の出題型はほ醸いずれか

の分野の集団が採用するものである．

　54年度の第2次試験では，文科系の集団が

採用する出題型は前年と変らず，理科系の集

団はr出題しない」型に変わっている．この特

徴は両分野が共通して採用するr〔①英B

独仏〕」とr英B」の出題型にもかなりみ

　表II嘱　外国語の出題型

（1）53年度

53，54年度

出 題　　型 募集単位数（％）

英B 313（28．0）

〔①英B 独仏露中ス〕 16（1．4）

〔①英B 独仏露中〕 20（1．8）
〔①英B 独仏中〕 10（o．9）
〔①英B 独仏〕 548（49，1）

〔①英B 中〕 1（0．1）
〔①英B 仏〕 6（0．5）
〔①英B 独〕 196（17．6）

〔①英A 英B〕 6（O．5）

計 1，！！6（IOO．0）

（2）54年度

出 題　　型 募集単位数（％）

英B 83（7．4）
〔①英B 独仏露中ス〕 17（1．5〉
〔①英B 独仏露中〕 22（2。O）
〔①英B 独仏中〕 ！1（1．o）

〔①英B 独仏〕 252（22．4）

〔①英B 中〕 1（O．1）
〔①英B 独〕 26（2．3）

出題しない 715（63．4）

計 1，127（IOO．O）
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（54年度）

〔①英B英A〕

〔①英B独〕

〔①英B仏〕

〔①英B中〕

〔①英B独仏〕

〔①英B独仏中〕

〔①英B独仏露中〕

〔①英B独仏露中ス〕

英B

出題しない

　
　
　
　
③
①
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（注）＊印を付した集団の文
　　科系（○印）及び理科
　　系（□印）の内訳は，
　　次のとおン）。

＊241一⑳＋画
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（53年度）

図4　外国語の出題型の変化　（N＝1，1倣）

られるが，前年と変わらないケースには理科

系の募集単位もある程度存在している．この

ため，54年度ではr出題しない」型は全て理

科系の募集単位で占められ，「〔①英B　独

仏〕」とr英B」の2種類は両分野の募集単位

で占められている．

　　（lv）社会の出題型

　表聾趨は社会に関する両年度の出題型を

示したものである．53年度には，29種類にも

のぼる出題型が採用されており，その中では

r出題しない」型の25．9％が最も高い、その他

で比較的多く採用されているのは「〔①政

A　B　日　世〕」（IL2％），r〔①A　日

世〕」（10．2％），r〔①倫　政　A　B　日

世〕」（9、6％），r〔①A　B　日　世〕」（9．5％），

r〔①政　A　日　世〕」（8．0％）の4種類であ

り，全て1科目選択型である、

　文科系と理科系の集団別にみると，r出題し

ない」型及び上記の4種類の出題型はほとん

どが理科系集団の採用するものであり，「〔①

政　日　世〕」と「〔①日　世〕」を除く他の全

ての1科目選択型についても同様である、文

科系集団は，r世」の1科目指定型やr〔②政

A　B　日　世〕」などの2科目選択型を採用

し．ている、

　54年度の第2次試験では，出題型の種類は

9種類に急減するとともに，出題しないこと

とする募集単位も96．6％とほぼ全部に近く

なっている．’したがって，図示するまでもな

くこの変化は文科系及び理科系の分野を間わ

ないことはいうま：でもな㌧・．

　　（v）理科の出題型

　表聾ぞは理科に関する両年度の出題型を

示したものである．理科の出題型の分類では，

例えばr〔①物　化〕」という出題型は1科目

選択型として表現しているが，厳密にみれば

r物」は物互と物Hの両科目を含むので2科目

選択型になる．このため分類としては正確さ
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　　表互互尋

（1〉53年度

社会の出題型　　53，54年度

出　　題　　型

政

世
〔①倫政AB日世〕
〔①倫政A日世〕

〔①倫政B日世〕

〔①倫・政AB日世〕＊

〔①政AB日世〕
〔①倫政日世〕

〔①政A日世〕
〔①政B日世〕
〔①倫A世〕

〔①倫日世〕

〔①政日世〕

〔①AB日世〕
〔①A日世〕

〔①B日世〕

〔①政日〕

〔①日世〕

〔②倫政AB日世〕
〔②倫政A日世〕

〔②倫AB日世〕
〔②政AB日世〕

〔②倫・政AB日世〕
〔②政A日世〕
〔①政AB〕及び〔①日世〕

〔②AB日世〕
〔②A日世〕

〔②B日世〕

出題しない

計

募集単位数（％）

　1（o．1）

31（2．8）

105（9．6）

28（2．6）

　1（o．！）

22（2．0）

！22（11．2）

　3（0，3）

87（8．0）

　4（O。4）

　1（0。1）

16（！．5）

19（1．7）

104（9．5）

112（　10．2）

24（2．2）

　1（0．1）

39（3．6）

14（1．3）

　1（O．1）

　1（o．1）

43（3．9）

4（0．4）
　9（O．8）

2（0．2）
4（0．4）

！1（1．O）

　！（o．1〉

283（　25．9）

1，093（100．O）

宰「倫・政」は倫理社会と政治経済で1試験科目

　にしていることを意味する。

（2〉54年度

出　　題　　型 募集単位数（％）

政 4（o．4）
世 ！9（1．7）

日世 1（0．1）
〔①倫政AB日世〕 4（0．4）
〔①A日世〕 1（O．1）
〔①政世〕 1（O，1）
〔①日世〕 5（0．4）
〔①政AB日世〕 3（0．3〉
出題しない 1，083（96．6）

計 1，121（100．0）

を欠くことになるが，募集要項に記載されて

いる表現に従って分類したものである．

　表をみると，53年度の出題型は卿種類も

あるが，その中では，r物化」の2科目指定

型を採用する募集単位が33．5％で最も多く

を占めている．その他ではr〔①物1　化夏

生互　地1〕」の1科目選択型（10．2％），r〔②

物　化　生　地〕」（9．7％），r〔②物　化　生〕」

（7．5％）の2科目選択型がある程度多く採用

されている．またr出題しない」型は8．5％を

占めているが，この比率は今までみてきた教

科の中で社会に次いで高い．なお理科の場合

は，r物〔①化　生　地〕」（4．7％）のような

科目指定・選択の併用方式が種類としては16

種類と多いが，採用募集単位数からみると，他

の方式の出題型ほど多くは採用されていな

い．

　54年度の第2次試験では，出題型の種類は

38と微減にとどまっている．その数はほぼ変

らないが，出題の方式別にみるとかなりの変

化がみられる．その変化を採用募集単位数と

ともに示すと以下のとおりである、

　①指定方式

　　5種類（391）→1！種類（327）

　②　指定・選択方式

　　照種類（聾6）・→6種類（47）

　③1科目選択方式
　　7種類（235）→13種類（268）

、④2科目選択方式

　　延種類（259）→7種類（87）

　以上から明らかなように，出題型の種類は

指定方式と1科目選択方式においてはふえて

おり，しかも募集単位数も指定方式では依然

として多数を占め，1科目選択方式では増加

の動ぎをみせている．個別にみても，r物　化」

（1L⑪％）・r物」（5、4％）の指定型，そしてr〔①

物　化　生　地〕」（6．5％）・「〔①物　化〕」

（6、O％）の1科目選択型がより多く採用され

ている．

　r出題しない」型は54年度には誕，⑪％を占

めているが，その比率は社会・国語・外国語

に比較するとかなり低い．

　図5は両年度の出題型の変化を，文科系と
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（1〉53年度

表Hイ 理科の出題型　　53，54年度

　　　　　（2）54年度

出　　題　　型

化

物

物1化1
物1化
物化

化班①物1生1地1〕
化1〔①物亙生1〕

物1〔①化亙生1地助
物1〔①化亙生1〕
化〔①物1生夏地亙〕

物〔①化豆生互地1）

物1化夏〔①物H化H〕
化〔①物生地亙〕

物〔①化生地1〕

地〔①物化生〕

生〔①物化地〕

化〔①物生地〕

物〔①化生地〕

生〔①物化〕

化〔①物生〕

物〔①化生〕

〔①物1化1生1地亘〕
〔①物1化1生亙〕
〔①化1生1〕

〔①物1化生1〕
〔①物化生地）

〔①物化生〕

〔①物化〕

〔②基物1化1〕
〔②物夏化亙生1地亙〕

〔②物1化取生1地1）〕
〔②物1化1生幻
〔①物1化1生1地亙〕
　　　及び〔①物化生地〕
〔①物1化幻及び〔①物化〕
〔②物化生地1〕

〔②物化生地〕

〔②物化（生地）〕

〔②物化地〕

〔②物化生〕

出題しない

計

募集単位数（％） 出　　題　　型
　6（0．5）

　5（0。5）

13（1．2）

　1（o．1）

366（33．5）

　
　
　
　
　
ノ
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1
1
3
1
5
8
7
2
1
1
4
2
1
1
8
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
5
　
　
　
1

0．1）

o．1）

0．3）

0．1）

0。5）

0。7）

O．6）

0．2）

O．1）

0。1）

0．4）

1。1）

4．7）

o．1）

o．7）

o．9）

112（10。2〉

30（

6（

7（

45（

21（

14（

12（

25（

5（

3（

11（

　1（
7（

106（
6（

　1（
82（

93（

2．7）

0。5〉

0．6）

4．1）

1。9）

1．3）

1．1〉

2．3）

0。5）

0．3）

1．G）

o、1）

O．6）

9．7）

0。5）

o．1）

7。5）

8。5）

化亙

物亙

生H

化H

物H

生

化

物

物H化H
物H化
物化
生〔①物化地〕

化〔①物生地〕

物〔①化生地〕

生〔①物化〕

化〔①物生〕

物〔①化生〕

〔①物1化1生均
〔①化1生幻

〔①物化生1地1〕
〔①物II化H生II地H〕
〔①物H化H地1幻
〔①物H化II生1幻
〔①化H生H〕
〔①物II化H〕
〔①物化生地〕

〔①物化地〕

〔①物化生〕

〔①化生〕

〔①物化〕

〔②物1化1生均
〔①物1化1生1地1〕
　　　及び〔①物化生地〕
〔②物化生1〕

〔②物II化H生H〕
〔②物H化II地〕

〔②物化生地〕

〔②物化生〕

出題しない

計

募集単位数（％）

　！（o．1）

4（o．4）
4（0。4〉

19（1．7）

33（3．0）

6（0．5）
25（2．3）

60（5．4〉

47（4．3〉

6（0．5）
122（　11。（））

　1（o。1）

4（O．4）
30（2．7）

2（0．2）
　1（O．1）

9（0．8）
7（0．6）

　1（O．1）

5（0．5）
26（2．4）

　1（O．1〉

19（1．7）

2（0．2）
27（2．4）

72（6．5〉

2（0．2）
37（3。3）

　3（O．3）

66（6．O）

　1（o．1）

　3（0．3〉

　5（0．5）

　5（0．5〉

　1（O．1）

47（4．3）

25（2．3）

376（34．0）

1，105（100。0）

1，094（！00．G）

凡例1物は物1物Hの両科目を含む。以下，化生
　　地についても同様である。

理科系の分野に区別して示したものである．

理科の出題型はその種類がかなり多いので，

図では少数の出題型（両年度とも募集単位数

が10未満の出題型）を省略した、

　図をみると明らかなように，53年度（ヨコ

軸）のr出題しない」型・r〔①物1　化互

生豆　地1〕」型・「〔①物豆　化1　生欝」型

の3種類はほぼ文科系の募集単位が採用する

もので，54年度（タテ軸）にはこれらはほと

んどが「出題しない」型を採用’している．し

たがって，54年度に理科の出題をしたのはほ

とんど理科系の募集単位ということになる．
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　出題型の主要な変化をみると，前年度の出

題型から物互・化亙・生1・地互を削減する

か，あるいは物・化・生・地を1科目指定や

1科目選択の形で削減するものがとくに多い

が，他面では前年と同’じ出題型を続けるケー

スも多くみられる．

　　（vの　複数教科にわたる出題型

　主要5教科の各々について出題型をみる

と，職業教科をも含む複数の教科にわたる出

題型のケースが記述でぎないので，これらの

ケースに該当する両年度の出題型は本項で扱

うこととし表聾8に示す、

　複数教科にわたる出題型の中で，とくに職

業教科との組合わせに着目して表をみると，

53年度は24種類の出題型中，20種類が職業

科目を代替科目として認める出題型である，

募集単位数でみると，67のうち58（86．6％）が

この種の出題型を採用している．

　54年度の第2次試験では，出題型は23種

類となり53年度とほとんど変わらないが，職

業科目を代替科目にした出題型は10種類に

減少している．募集単位数でもこの変化は同

じようにみられ，47募集単位中の31（66．0％）

がこの種の出題型を採用している．

（1〉53年度

表H遍 複数教科にわたる出題型　　53，54年度

　　　　　　　（2）54年度

出 題 型

〔①倫日B物亘化亙生亙〕

〔①倫政日世AB，農経〕
〔①日世B，簿1〕
〔①政日世A，商一〕

〔②政日世A，商一〕

〔②政日世AB，商一〕
〔②倫政日世AB，商一〕
〔②（倫・政，商一）日世AB〕

〔①亙・HA　亙・H　B　基理，簿均
〔①互・H　B　化1生亙〕

〔①1物亙化互生幻
〔①亙・H　B　化生〕

〔①亙，簿〕

〔①亙・II　B，簿〕

亙〔①H　B，簿1亙〕

亙〔①1亙B，簿〕

〔②亙　H　B　瓢，簿〕

亙〔①HA　H　B，製図〕
〔②物亙化亙生亙地亙，水一〕

〔②物亙化亙生亙地亙，作物，園芸〕

〔②物化生地，看一〕

〔②物化生地，作物，土・肥料〕

物〔①化生地，作物，土・肥料〕

化〔①物生地，作物，土・肥料〕

計

募集単位数（％） 出 題 型

4（6．O〉

5（7．5）

2（3．O）

4（6，0）

1（1．5）

2（3．0）

1（i．5〉

4（6．0）
1（1．5）

3（4．5）
1（1．5）

1（1．5〉

1（1．5）
i（！．5）

6（9．o〉

5（7．5）

1（1．5）
丑2（　！7．9）

1（！．5）

5（7．5）
1（1．5）

3（4。5）
！（！。5）

i（1．5）

67（100．（））

凡　例

商一…商業一般
水一…水産一般
看一…看護一般

簿…簿記会計1・H
農経…農業経営

〔①現HB〕
〔①現・古乙H　B〕

〔①1・H　B　日世毒〕
〔①倫・政日世AB，商一〕
〔①H　B・膿物化生地〕

〔②（HA

〔②（HA

〔②（亙亙A

〔②（HA

H　B　応数）（物H化H）
　　（機製，機設，機工）〕

H　B　応数）（物H化H）

　　（電気，電子，プロ）〕

HB　応数）（物H化H）
　　　　（化業，化学〉〕
H　B　応数）（物H化互亙）

　（建築設計，土木応力〉〕

〔②H　B・m物化生地〕
〔②H　B　物化生〕

化〔①H　B　物生〕

生〔①H　B　物化〕

物〔①H　B・逓化生地〕

化〔①H　B・膿物生地〕

生〔①H　B蝦亙物化地〕

HB〔②膿物H化H生鋤
〔①H　B，簿1幻

〔①H　B，簿）

〔①H　B　廻，簿）

亙〔①H　B，簿〕

〔①H　B　英B）

〔①物亙化亙生亙，水一〕

計

募集単位数（％）

1（2．1）

1（2．1）

3（6．4）

4（8．5）
1（2．1）

4（8．5）

4（8．5〉

2（4．3）

2（4．3〉
1（2．1）
互（2．1）

1（2．1）

2（4。3）
玉（2．1）

1（2．！〉

！（2．1〉

i（2．玉）

5（10．6）

7（14．9）

1（2．1〉

1（2．1）
1（2．亙）

1（2．1）

47（！00．O）

凡　例

機製…機械製図
機設…機械設計
機工…機械工作
電気…電気工学1
電子…電子工学1
プロ…プログラミング

化業…化学工業亙

化学…化学工学1

建築設計…建築構造設計
商一…商業一般
水一…水産一般

簿…簿記会計互畷亙
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　（2〉教員養成集団の出題型

　　（1）　国語の出題型

　表聾轡は両年度の教員養成集団における

国語の出題型を示したものである、53年度は

r現古乙」の2科目指定型が71。6％を占め，

表H櫓　国語の出題型

（1）53年度

53，54年度

出　題 型 募集単位数（％）

現
現
　 古甲

現　古乙
〔①現・古乙〕

12（1．6）

183（24．7）

53！（71．6）

16（2。2）

計 742（100．0）

（2〉54年度

出　題　型 募集単位数（％）

現 186（28．3）

古甲 6（O．9）

現　古甲 32（4．9）

現　古乙 67（10。2）

現　古乙
又は「出題しない」 4（0．6）
「出題しない」 362（55．1）

計 657（100．O）

　　表豆1一畑

（1〉53年度

数学の出題型　　53，54年度

出　　題 型 募集単位数（％）

1
互
　
I I　B

I　∬B又はI
I　H　B　皿
1〔①HA　II　B〕

H　B 皿

191（25．7）

460（61．9）

　4（0．5）

46（6．2）

42（5．7）

計 743（100．0）

（2）54年度

出　　題 型 募集単位数（％）

互 46（7．2）

HB 164（25．7）

膿 1（0．2）

1 HB 77（12．1）

IIB 皿 18（2．8）

1 亙IB　皿 11〈2．0）

1 ∬B〔①IIB 皿〕 3（0．5）
亙 ∬B〔①HB 囲

又は「出題しない」 4（O．6）
「出題しない」 311（48．8）

計 637（IOO。O）

大部分の集団がこの型を要求していることに

なる．この出題型にr現　古甲」の2科目指

定型を加えると，96、2％にも達し，r現」の蓋

科目指定型やr〔①現　古乙〕」の1科目選択

型はぎわめて少数の事例になる．

　54年度の第2次試験では，r出題しない」型

が55．1％を占め，約半数の集団が国語の教科

を出題しなかったことになる．残りの約半数

の集団の中では，r現」の1科目指定型を採用

するケースが多くみられ，そのうち約6割を

占めている．

　このようにみると，53年度から54年度へ

の変化は，全く出題をしないことにするか，あ

るいは古典の科目を出題しないかの2つが特

徴的である．

　　緬）　数学の出題型

　表聾一鋤は両年度に関する数学の出題型を

示したものである．53年度で最も多く採用さ

れているのがrl　HB」の2科目指定型であ

り，その比率は6L9％と過半数を占めてい

る．この出題型にr互」の1科目指定型を加

えると87．6％に達し，大多数の集団がこれら

2種類の出題型を採用していることになる．

　54年度の第2次試験では，r出題しない」型

を採用する集団が48．8％と約半数を占めて

いる．依然として数学を出題する集団の中で

は，rII　B」の1科目指定型（25．7％）が最も

多く採用され，ついでr　I　II　B」型（12．1％）

や「亙」型（7．2％）がみられる．

　両年度の出題型を比較すると，53年度から

54年度への動ぎは，出題しないか，あるいは

数学1をはずすのが特徴であるが，前年度と

同じ出題型を継続する場合もある程度みるこ

とがでぎる、

　　Gの　外團語の出題型

　表聾遣且は両年度におげる外国語の出題型

を示したものである．53年度では，r英B」の

1科目指定型を採用する募集単位が最も多
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　表H一魍　外国語の出題型　　53，54年度

（1）53年度

　表H一鴛　社会の出題型

（1〉53年度

53，54年度

出　　題　　型 募集単位数（％〉 出　　題　　型

英B
〔①英B

〔①英B

〔①英B

独仏中〕

独仏〕

独〕

339（45．0）

17（2．3）

279（37．0）

119（15．8）

計 754（！00。0）

（2〉54年度

出　　題 型 募集単位数（％）

英B 98（15．3）

〔①英B　独仏〕 12（！．9）

〔①英B　独〕 13（2．0〉

英B又は「出題しない」 4（O．6）
「出題しない」 515（80．2）

〔①倫政AB日世〕
〔①倫政A日世〕

〔①倫・政AB日世〕＊

〔①政AB日世〕
〔①政A日世〕
〔①政B日世〕

〔①AB日世）
〔①A日世〕

〔②倫政AB日世〕
〔②倫政A日世〕

〔②政AB日世〕
〔②AB日世〕
「出題しない」

計

計 642（鵬．O）

募集単位数（％〉

287（40．2〉

46（6．4）

20（2．8）
77（10．8）

37（5．2）

26（3．6）

159（22．3）

23（1．8〉

22（3．1）

　4（O．6）

　9（1．3）

　3（0．4）

11（1．5）

714（100。0）

く，全体の45。O％と半数近くを占めている、

またr〔①英B　独　仏〕」の1科目選択型も

これに次いで多く採用され，37、O％を占めて

いる．これら2種類の出題型に比較するとそ

の比率はかなりさがるが，r〔①英B　独〕」の

1科目選択型もある程度多く採用されてお

り，その比率は15．8％である、しかし，r英B」

型と「〔①英B　独　仏〕」型の2つで82。0％

を占めており，53年度は教員養成集団の大部

分がこれらの型を採用したといえる．

　54年度の第2次試験の場合は，r出題しな

い」型を採用する募集単位が80．2％という高

率を占めている、他方，外国語を出題する募

集単位の範囲では，r英B」の1科目指定型が

15。3％と，最も多く採用されている、

　53年度と54年度を較べると，r出題しな

い」型への移行が特徴的な動ぎである．

　　（lv）社会の出題型

　表麗｛2は両年度における社会の出題型を

示したものである．53年度は，12種類の選択

方式の出題型とr出題しない」型の計13種類

の出題型からなり，そのうち，「〔①倫　政

A　B　日　世〕」の1科目選択型を採用する

のが卿．2％で最も多い．その他に多く採用さ

＊「倫・政」は，倫理社会と政治経済で1試験
　科目にしていることを意味する。

（2）54年度

出　　題　　型 募集単位数（％）

〔①倫政AB日世〕 13（1．8）

〔①政AB日世〕 2（0．3）
〔①倫B日〕 2（O．3）

〔②倫政AB日世〕 1（O．1）

〔①政AB日世〕
又は「出題しない」 4（0．6）

「出題しない」 701（97．0）

計 723（100．0）

れているのはr〔①A　B　日　世〕」（22．3％）

やr〔①政　A　B　日　世〕」（10．8％）の出

題型であるが，これらも1科目選択型である．

　54年度の第2次試験では，社会はr出題し

ない」型が97。0％にも達している．

　（v）理科の出題型

　理科についての両年度の出題型は表聾一盤

に示すものとする．53年度の場合，r出題しな

い」型も含めて鰺種類の出題型になるが，そ

の中では「〔①物互　化亘　生1　地1〕」の

1科目選択型が67．8％を占め，多数の集団が

この出題型を採用している．その他で目立つ

のはr〔①物　化　生　地〕」の出題型であり，

その比率は16．1％とかなり低くなるが，残り

の16種類の出題型に較べると，相対的には高

くなる．そして，この2種類を合わせると
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表∬一盤　理科の出題型　　53，54年度

（！）53年度

出　　題　　型

地

生

化

物

地1〔①物1化亙生1〕

生班①物1化1地1〕
化班①物亙生亙地1〕
物互〔①化1生豆地1〕
化〔①物生地〕

物〔①化生地〕

〔①物1化1生1地幻
〔①物互化亙生亙地互〕

　又は〔①物化生地〕
〔①物化生地夏〕

〔①物化生地〕

〔②物互化亙生1地1〕
〔①物1化1生亙地1〕
　及び〔①物化生地〕
〔②物化生地〕

「出題しない」

十墾冒

募集単位数（％）

4（0．6）
3（O．4）
3（O．4）

　3（O．4）

　！（o．1）

　1（o．1）

　1（o。！）

　！（O．1）

　1（o．！）

　1（O．1）

484（67．8）

4（0．6）
3！（4．3）

115（16．1）

35（4．9）

2（0．3）
15（2．1）

9（1．3）

714（100．O〉

（2〉54年度

出　　題　　型

物∬

地

生

化

物

地班①物1化1生1〕
生1〔①物1化亙地夏〕
化1〔①物1生1地亙〕
物互〔①化1生1地互〕

〔①物1化1生1地1〕
〔①物H化亙亙生H地H〕
〔①物H化H生亙幻
〔①物化生地〕

〔①物化生〕

〔②物亙化1生互地1〕
〔②物化生地〕

〔①物化生地〕

　又は「出題しない」
「出題しない」

十二二
降

募集単位数（％）

（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（

亙
1
1
1
2
1
！
1
！
4
4
2
2
2
2
4

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　

3

o。1）

o．1）

O．1）

o．1）

O．3）

◎．1〉

0．1）

O．1）

o．1）

2．O）

O．6）

o。3）

4．6）

0．3）

O．3）

O．6）

　4（0．6）

620（　89。3）

694（！（）0．O）

83、9％になり，集団の大部分がこれらの出題

型を採用しているといえる、

　54年度の第2次試験では，出題型の種類は

罵種類で前年と変わらないが，その中でr出

題しない」型が89．3％という高率を占めるこ

ととなったこと力竃わかる．

　　輻）複数教科にわたる出題型

　単一の教科内だけで出題型を記述してぎた

が，表聾｛4によって，職業教科も含めた複数

の教科にわたる出題型を示す．

　職業教科との組合せがみられる出題型を主

として記述するが，53年度をみると，貯種類

の出題型中で服種類がこの種の出題型であ

る．募集単位数についてみると，劔の募集単

位中の15（24．6％）がこの種の型を採用して

いる．

　54年度の第2次試験では，出題型の種類も

募集単位数も全体としては大幅にふえている

が，職業科目を代替科目として認める出題型

は，逆に減少しているのが特徴である．出題

型の種類をみると，全体としては26種類であ

るが，職業科目を含む出題型はそのうちの6

種類を占めるにすぎない．また募集単位数で

は，全体としては132に倍増しているが，そ

のうちの7（5．3％）しかこの種の出題型を採

用していない．

　（3）まとめ

　53年度入試と54年度第2次試験を比較し

て個別の教科を中心にその出題型の変化をみ

てぎたが，それは一般的には①出題をしな

い動きと，②前年度の要求科目を削減する

動ぎ，である．各々の教科別に，また一般集

団（文科系・理科系に細分）と教員養成集団

の別に，54年度の主要な特徴を記すと以下の

とおりである．

　A。国語
　　一般集団では9割近くが出題をしないこ

　ととした．出題をするのはほとんど文科系

　の集団であるが，その中では前年度と同じ

　出題型（現代国語と古典互乙の2科目指定

　型）を採用するケースが多くみられる．

　教員養成集団では，出題をしないケースと

　出題するケースとが相半ばし，出題する
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（1〉53年度

表H一鍾 複数教科にわたる出題型　　53，54年度

　　　　　　　（2）54年度

出 題 型

現〔①古乙H　B〕

現〔①古乙，音理，美互，保体〕

〔①政日世A，工経〕

〔①政日世A，家一〕

〔①政日世A，農経〕

〔①政日世AB物亙化夏生亙地亙，

　　　　　　　　　　　表現テ〕
〔③（政日世AB）（物化生地）〕

〔③（政日世AB〉（物1化亙生亙地亙）〕

〔①倫政日世AB，商一〕
〔①倫政日世AB，家一〕
〔②（倫政日世AB）

　（物亙化1生互地亙〉（音，美，体）〕

亙〔①HB，製図〕
〔①亙，製図〕

〔①物亙化亙生1地1，機一，電一〕
〔①物亙化亙生亙地亙，被1，食亙〕
〔①物亙化亙生亙地1，園芸，畜産〕
〔②物化生地，電一，機一〕

計

募集単位数（％） 出 題 型

4（6，6）
i（i．6）

1（i．6）
1（！．6）

8（13．1）

17（27．9）

11（　玉8．0）

5（8．2）

！（玉．6）

2（3．3）

1（1．6）

i（1．6〉

2（3．3〉
3（4。9〉

1（1．6）

1（1．6）
亙（1．6）

6！（10（）．o）

凡　例

音理…音楽理論・音楽史
美亙…美術1

保体…保健体育理論
工経…工業経営
農経…農業経営
表現テ…表現力総合テスト

家一…家庭一般
商一…商業一般
機一…機械一般
電一…電気一般

被1…被服1
食1…食物1

ケースでは，古典科目を削減して現代国語

の1科目指定型を採用する募集単位が多く

みられる、

B．数学自

　文科系の集団の大部分は出題をしないこ

ととした．理科系の集団では前年度の出題

型（数学1，II　B，鞭の3科目指定型が大

半を占める）から数学豆を削減する動ぎが

最も多いが，同じ出題型を継続する動ぎも

多い．

　教員養成集団では，出題をしないことと

するケースと出題するケースとが相半ばし，

後者では，前年度の出題型（数学互，璽Bの

2科目指定型が大半を占める）から数学璽

を削減する動ぎが多くみられるが，同じ出

題型を継続する動ぎもある程度みられる、

〔①古乙H　B　物H化H生∬地亙亙〕
〔①現∬B〕

〔①現英B　独〕

〔①現物化生地英B　独仏〕

〔①現倫政日世AB　H　B

　　　物H化H生亙地亙英B　独〕
〔①現・古乙翌B　英B〕
〔①現・古乙亙亙B　H　B・腿英B，音，

　体，美，工〕又は〔②倫政日世AB〕

　　　　　　　又は〔②物化生地〕
〔①現・古甲英B〕
〔①現・古甲英B〕

　　　　　又は〔②倫政日世AB〕
〔①現・古甲H　B　英B，

　　　　　　　工経，機一，電一〕
〔①現・古甲H　B　英B，

　　　　　　　家一，被亙，食亙〕
〔①現・古甲H　B　英B，

　　　　　　　農経，園芸，畜産〕
〔②現H　B（物化生地）（英B　独仏）〕

〔②現H　B（音，美，体）〕

〔②現・古乙亙・H　B（英B　独仏中〉〕

〔②倫政日世AB〕又は〔②物化生地〕
〔①H　B　英B〕

〔①H　B　物1化亙生夏地1〕

〔①H　B　物H化H生亙地1〕
〔①H　B　物H化H生豆地H〕
〔①H　B・亜物化生地〕

〔①H　B　H　B・互幻又は〔②物化生地〕

〔①亙・H　B　物化生地〕

〔①亙・H　B　物化生地，家一〕

〔①豆・H　B　物化生地，

電r機r作物，園芸，土・肥料〕
〔①物化生地，基礎製図〕

計

募集単位数（％〉

4（3．0）
3（2．3〉
1（0。8）

1（O．8）

5（3．8〉
5（3．8）

4（3．0〉
18（　13．6）

8（6。亙）

1（0．8）

1（o。8）

玉（0．8）

11（8．3）

4（3．0）
17（i2．9〉

1（0．8〉
26（　19．7）

2（！．5）

2（1．5）
2（1．5）
3（2．3）
！（0．8〉

7（5．3）
i（O．8）

1（0．8〉

2（i。5）

！32（100．0）

凡　例

工…工芸

C．外国語
　理科系集団の大部分が出題をしないこと

としたが，文科系集団ではそのほとんどが

前年度の出題型（英語B，ドイッ語，フラ

ンス語の中から1科目選択型がほぼ半数を

占め，英語Bの1科目指定型が約3割を占

める）を継続している、

　教員養成集団では約8割が出題をしない

こととしたが，出題をする集団の中では英

語Bの1科目指定型が多くみられる．

D．社会

　一般集団及び教員養成集団ともそのほと
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んどが出題をしないこととした．

E．理科

　文科系集団及び教員養成集団のほとんど

が出題をしないこととした．

　理科系集団では，前年度の出題型（物理

と化学の2科目指定型，物理・化学・生物・

地学からの2科目選択型などのような2科

目型が多い）から，互の分野を削減したり，

あるいは1・Hの両分野からなる1試験科

目の指定方式や選択方式を利用して要求科

目数を削減する動ぎが多くみられるし，他

方で，前年と同じ出題型を採用し続ける（そ

の中では，物理と化学の2科目指定型が最

も多い）動ぎも比較的多い．

F．複数教科

　とくに職業科目と組み合せた出題型を中

心にみたが，一般集団も教員養成集団もこ

の種の出題型は減少している．なお，両集

団とも主要5教科相互を組み合せた出題型

は増加している．

睡　総合まとめと考察

　主要5教科及び個別教科の科目に関する出

題型をみてぎたが，53年度から54年度にお

ける変化の主要な特徴を総合してまとめるこ

ととする．

　まず，53年度についてはつぎのとおりであ

る．

　主要5教科に関する出題型の中では，国

語・数学・外国語・社会・理科の5教科型を，

いずれの集団においても多く採用している

が，文科系及び理科系の集団の中には，それ

ぞれ国語・数学・外国語・社会の4教科型及

び国語・数学・外国語・理科の4教科型を採

用する事例もみられる、

　主要5教科に関する支配的な出題型には集

団の違いはないが，個別教科の支配的な出題

型をみると，集団の問に顕著な違いが現われ

ている．

　国語については，文科系と教員養成の集団

が現代国語・古典1乙の2科目指定型を，理

科系集団は現代国語の丑科目指定や現代国

語・古典1甲を多く採用している、

　数学については，教員養成集団が1・H　B

の2分野を，文科系集団が1の！分野や亙・

聾Bの2分野を，そして理科系が互・H　B・

隅の3分野をそれぞれ多く指定している、

　外国語については，文科系集団と教員養成

集団が英語Bの1科目指定や英語B・フラン

ス語・ドイツ語の1科目選択型を，そして理科系

集団はこれらの出題や英語B・ドイツ語の1

科目選択型をそれぞれ多く採用している．

　社会については，文科系集団は地理A・地

理B・日本史・世界史を中心とした2科目選

択型を，理科系集団は出題しないかあるいは

地理A・日本史麟世界史を中心にした1科目

選択型を，そして教員養成集団は地理A・地

理B・日本史・世界史を中心にした1科目選

択型を，それぞれ多く採用している．

　理科については，文科系集団と教員養成集

団は物理1・化学互・生物互・地学互の中か

ら1科目を選択する型を，理科系集団は物

理・化学の2科目指定や物理・化学・生物・

地学からの2科目選択型を，それぞれ多く採

用している．

　54年度に移行すると，第2次試験について

つぎの特徴がうかがわれる．5教科型の出題

はほとんどなくなり，3教科型から出題しな

い場合までの出題型に変わると同時に，主要

5教科に関する出題型に集団別の違いが顕著

に現われることになる、

　文科系集団の場合は，国語・外国語の2教

科出題型が多くみられるが，他にも比較的多

いのは国語・数学・外国語の3教科型，外国

語の1教科型である．理科系の場合は，数学・
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理科の2教科型が多く，その他には数学・外

国語・理科の3教科型も比較的多くみられる、

教員養成集団の場合は，特定の出題型を多く

採用するというより，幾つかの出題型に分か

れる傾向があり，その中で主要な出題型を挙’

げると，国語・数学の2教科型及び全ての教

科を出題しない事例になる、

　出題’しないこととする変化を別にすると，

個別教科の出題型に関する53年度から54年

度への主要な変化は，前年度の出題型から共

通1次試験科目を削減したり，あるいは前年

度と同じ出題型を継続する動ぎである、

　国語については，文科系集団に現代国語・

古典亙乙の2科目指定を継続する動ぎが多く

みられる．ただし，教員養成集団は違った動

ぎであり，古典の科目を削減して現代国語の

1科目指定とする動ぎが多い、

　数学については，理科系集団に1・互I　B・

睡の3分野から互の1分野を削減したり，あ

るいはそのまま継続する動ぎが多くみられ，

教員養成には1・H　Bの2分野から1の1分

野を削減するかあるいは継続する動ぎがみら

れる．

　外国語については，文科系集団のほとんど

が前年の出題型を継続し，教員養成集団には

英語Bの1科目指定を継続する動ぎがみられ

る．

　理科については，理科系集団の大部分が前

年度の出題型から物理亙・化学互・生物1・

地学豆の分野を削減したり，又は前年度の型

を継続し．ている、

　なお，代替科目としての意味をもつ職業科

目の採用に関しては，53年度から54年度へ

の出題型の変化の中で，一般集団・教員養成

集団ともに採用募集単位は減少している、

　以上，53年度から54年度への入試教科目

の出題型について記述し，その主要な変化を

要約してぎた．分析作業はまだ第一殺階を終

えたばかりであるため，以下では，何らかの

結論を提出するということよりも，今後の分

析を続ける上で重要と考える点について述べ

ることにする．

　主要5教科及び個別教科の科目の2つのレ

ベルで出題型の変化をみてぎたが，やはり変

化の基本的特徴を捉えるには，個別教科の科

目のレベルの出題型を中心にみる必要がある

と痛感した．54年度に顕著になった文科系・

理科系・教員養成の各々の集団の間の主要5

教科に関する出題型の違いは，すでに53年度

の個別教科の科目の出題型においてみられ

る、つまり，個別教科の科目の出題型による

方が，年度間の変化を精確にみることがでぎ

ると思われる、

　試みに，個別教科の科目出題型を前提にし

て53年度から54年度への変化を端的かつ簡

潔に述べれば，それは前年度の出題型から共

通1次試験科目を減らす動ぎと，前年度の出

題型を踏襲する動ぎが主要なものといえる、

ただし，教員養成集団では，前年度の出題型

にかかわらず出題しないこととする動ぎも顕

著である、

　文科系・理科系・教員養成という形の集団

の分割は，これら集団の間で入試教科目の出

題に相異があることを暗黙の前提にした結果

であるが，この立場を一歩進めるとすれば，さ

らにどのような形の集団の細分割がありうる

のか，今後の課題である．

　最後に，分析単位と’して利用した募集単位

について触れておくことにする、募集単位は，

例えば工学部が1学科タイプそして医学部が

1学部タイプをそれぞれ典型とするように，

教育組織の性格にかなり依存している．募集

単位のこうした変動的性質はそれ自体が一つ

の分析対象となることを意味することにな

る．また他面，こうした性質をもつ募集単位
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を分析単位にすることの妥当性に疑問が生ず

ることにもなるが，年度間比較ではそれが大

幅に変動しない限り一応有効に利用でぎるも

のと考えることがでぎる．
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